
資

料

ゲ

ル

ロ

フ

の

租

掘税

心論

〔
二

・
完

〕

松

本

金

次

郎

六

課

税

の

原

則

課
税
原

則
は
ゾ

レ
ン

ω
。
=
窪

の
法
則
で
あ

め
、
從

つ
て
同
時

に
所
與

Ω
。
σq
の
び
2
窪

の
尺
度
で
あ

る
。
此
黙

に
於

て

一
般
租
税

論
は
租
税
政
策

に
な

る
。
其
目
的
と
す

る
所

は
課
税
の
現
實
化
し
得

る
理
想
的
形
態

を
定

む
る
事
で
あ

る
が

、
科
學
的
経
験
を
以
て
す

る
此
考
察

も
結
局
は
科
學

の
範
園
内

に
於

て
は

一
致
し
得

な

い
主

観
的
確

信
に
基
く

の
で
あ

る
。

先
づ
租
税

の
理
想
的
形
態

の
原

則
を
規
定
す

る
竜

の
に

二
つ
の
動
機

が
あ

る
。

一
は
道
徳
的
他
は
経
濟

的

の
も
の

ゲ
ル

ロ
フ
の
租
税
論

四
四
五



商

學

討

究
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下
)

四
四
六

で
あ
り
、
前
者
に
よ
れ
ば
租
税
は
正
義
問
題
、
後
者
に
よ
れ
ば
経
濟
問
題
と
な
る
。
勿
論
析
衷
論
は
有
力
な
竜
の
と

し
て
存
在
す
る
が
此
の
黙
は
物
質
論
と
非
常
に
似
て
居
る
。
國
民
経
濟
研
究

の
初
期
に
於

て

「
正
當
償
格
」

の
問
題

が
あ

つ
力
檬

に
財
政
學

に
於

て
も

「
正
當
租
税
」
O
o
8
。算
窪

。・斤2
巽

の
問
題
が
あ

つ
π
。
然
し
償
格
に
關
し
て
は
道

徳
問
題
は
巳
に
解
決
せ
ら
れ
π
の
で
あ
る
が
租
税
論
に
於
て
は
今
爾
存
在
す
る
。
然
し
て
慣
格
と
租
税
に
は
互

ひ
に

相
反
す
る
二
つ
の
憂
化
が
あ

る
。
慣
格
の
場
合
は
政
府
が
規
定
し
た
も
の
か
ら
自
由
慣
格
に
登
展
し
カ
が
、
租
税
の

場
合
に
は
自
由
な
る
給
付
か
ら

一
方
的
強
制
的
の
租
税
に
登
展
し
た
。
然
し
吾
人
の
方
法
論
的
説
明
に
從

へ
ば
租
税

の
揚
合
に
於
て
竜
倫
理
的
か
ら
経
濟
的
即
ち
正
當
租
税
か
ら
自
然
的
、
必
然
的
、
経
濟
的
租
税
の
問
題
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
が
、
か
＼
る
考
察
は
租
税
の
目
的
、
現
在
の
経
濟
、
敗
入
、
分
配
、
階
級
封
立
の
維
持
と

い
ふ
機
な

或
前
提
を
必
要
と
す
る
の
で
あ

つ
て
、
租
税
原
則
は
此
前
提
に
於

て
如
何
な
る
経
濟
的
、
杜
會
的
、
心
理
的
、
法
律

的
、
技
術
的
見
地
に
從
ふ
の
が
公
経
濟

の
需
要
を
私
経
濟

に
よ
り
最
も
合
目
的
的
に
満
足
せ
し
め
得
る
か
を
示
す
も

の
で
あ

る
。

課
税
原
則
、
と

い
つ
て
も
主
と
し
て
課
税
額
で
あ
る
が
、
は
行
政
原
則
及
び
租
税
技
術
的
庭
世
論
と
共
に
之
を
巳

に
古
く
見
る
。
官
房
學
者
は
租
税
の
形
態

に
封
し
て
原
則
、
原
理
、
條
件
、
限
界
の
登
見
に
努
力
し
、
後

ユ
メ
チ
、

ゾ

ン
ネ

ン
フ
エ
ル
ス
等
は
或
は
六

つ
の
主
要
原
則
を
立
て
又
國
家
、
利
盆
の
原
則
と
國
民
利
盆
の
原
則
と
を
匿
別
し

●



π

り

し

π

。
デ

ダ

ム
・
ス

ミ

ス
は

租

税

の
調

和

性

、
確

實

性

、
便

利

性

、
公

正

(<
。
3
讐

三
ω
ヨ
齢

哩

^
①
一ρ

国
・
。。梓冒

巨

ぽ

凶ρ

団
。
ρ
⊆
窪

島

。
蔦

。
諄

呂

血
切
凶旨

㈹
冨

凶&

巽

望

。・
8
ζ
2
二
轟

)
の

四

原

則

を

立

て

＼
有
名

で

あ

る
が

、
彼

の

時

代

に
於

て

は

已

に
新

し

い
竜

の

で

な

く

し

て
全

く

通

説

を

掲

げ

π

も

の

に

過

ぎ

な

か

つ

π

の

で

あ

る

。

後

シ

ユ

レ

ー

ッ

エ
ル

Qn
。
三
α
N
臼

は

明

か

に

ス

ミ

ス

の
影

響

を

受

け

て
居

る

が

十

二

の
原

則

を

立

て

、

叉

之

等

原

則

の

限

界

を

説

明

し

之

が

故

に
複

雑

な

租

挽

制
度

は

避

く

べ

か

ら

ざ

る

國

家

の
害

悪

で

あ

る

と

い

つ
π

の
で

あ

る

。

然

し

官

房

學

者

其

他

往

時

の
學

者

に

共

通

な

る

黙

は

之

れ

が

、
實

際

租

税

に

劃

す

る

改

革

か

ら

出

登

し

て

居

う

、

別

に

理

論

的

に
組

合

せ

ら

れ

尤

も

の
で

は

な

く

何

等

説

明

を

要

し

な

い
程

常

然

の
も

の

で

あ

つ
た

と

い
ふ
事

で

あ

る

。

が

後

ワ

グ

ナ

ー
、

シ

エ
フ

レ
イ

、

ノ

イ

マ
ン
等

に

到

つ

て
以

上

の

原

則

を

組

織

的

に

理

論

つ

く

る

に

至

つ
π

の

で

あ

る

。

ワ

グ

ナ

ー
は

財

政

的

國

民

経

濟

的

、

公

正

、

行

政

的

原

則

に
分

ち

シ

エ
フ

レ
イ

氏

は

國

家

経

濟

的

、

國

民

経

濟

的

、

財

政

的

原

則

は

分

つ
π

、

私

の
考

へ
で

は

各

方

面

の
學

者

の

課

税

原

則

は

次

の
標

に
分

ち

得

る

と

思

ふ

。

a

租

税

資

源

ω
縛豊

〇
三

①
6
ぎ

コ
σq

或

は

客

観

的

租

税

量

の

原

則

、

〇
三
a

。・警
N
o

缶
2

ω
8
器

三
。
。
パ
毒

σq

o
α
興

血
窃

。
ど
。
皇

く
窪

曽
2

2
∋
畿

Φ
ω
・
之

に

は

豊

富

性

N
三
§

σq
一一9

寄

淳

牧

盆

性

、
国
お

一。
⊆
σq
寄

搾

可

壇

性

、
曽
。
凶σq
費
巷

σq
・・
費
三
σq
-

寄

評

或

は
適

慮

性

、

》
巷

9
。。ω
言

αq
ω
融
三
σq
ぎ

謬

と

竜

云

ひ
得

る

所

謂

ゾ

ガ

ナ

ー
の

財

政

原

則

即

ち

十

分

性

》
房
邑

9

0
巳

喜

。
津

及

び

可

動

性

寓
窒

。
αq
=
。
三
・9

が

屡

す

る

。

叉

中

庸

性

、

7
鼠
艶
σq
奇

一け
節

約

性

、

も∩
醤

誘
9
ヨ
寄

謬

連

績

性

ゲ

ル

ロ
フ
の
租
税
論

四
四
七
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四
四
八

宕
霧
ゴ
冨
匡
σq
パ
6
岸

或

は
持
績

性
、
ω
什・二
σq
パ
。
津

確
實

性
、
O
¢
三
蓉

①
詫

多
様

性

≦

9
駐

二
σq
寄
評
が
属
す

る
。
然
し
要

す

る
に
必
要

に
慮
じ
財
政
的
需
要
が
培
加
す
る
に
件

ひ
長
期

に
渡

つ
て
租
税
額
竜
愛
化

し
得

る
事
が

必
要
で
あ

る
と

い
ふ
に
昂
す

る
。

h

租
税
測
定
或
は
主
観
的
租
税
量

の
原
則

、
之

は
租
税

を
特
種

の
報
酬
と
考

へ
る
か

一
般

的
醤
債
と
考

へ
る
か

即
ち
慣

格
か
犠
牲
か

に
よ

つ
て
規
定

せ
ら
れ

る
。

國
家
契
約
説

に
よ
れ
ば
租
税
は
國
家

の
給
付

に
劉

す
る
報

酬
で
あ

る
か
ら
國
家
が
輿

へ
る
利
盆

の
程
度

に
よ

つ
て
税
額
が
定
ま

6
從

つ
て
租
税

は
等

慣
、
亨
樂

、
利
盆
原
則

に
從

ふ
事

に
な
る
。
然
し
利
盆
は
唯

一
の
尺
度

に
は
な
く
し
て
租
税
分

配
方
法

に
劃
す

る

一
つ
の
決
定
要
素

に
過
ぎ
な

い
。

利
盆
原
則

に
封
立
し

て
能
力
原

則
が
あ

る
、
之
は
色

々
に
解

し
得

る
。
即
ち
個

人
が
支
配
し
得

る
経
濟

財
の
量
が

多

け
れ
ば
其
税
負
搭
力

は
大
で
あ
る
と

い
ふ
の
が
、
往
時

の
見
解
で
あ

る
が
租
税
力

は
財
貯
藏
量

の
大

い
さ
に
も
求

め
得
る
が
叉
個
人
的
事
情

、
特

に
年
齢

、
牧

入
獲
取
能
力

に
も
求

む
る
事
も
出
來

る
。
給
付
能

力
は
牧

入
能
力
と
同

一
で
あ

る
。
又
若
干
進

ん
だ
も

の
に
給
付
能
力
に
從

つ
て
課
税
す

る
と

い
ふ
思
想

は
元

の
内
容
と
は
異

つ
π
意
味
を

含

ん
で
居

る
と

い
ふ
の
が
あ

る
。
即
ち
ウ

オ
ー
ヵ
-
は

「
租
税

の
基
礎

と
し

て
の
能
力
」
、
「
生
産
力
」
と

い
ひ

「
人

々
は
彼
等
が
奉
仕

し
得

る
能
力

に
慮

じ
て
國
家

に
奉
仕
す

る
義
務

が
あ

る
」

と
云

つ
た
。

給
付
能
力
と

い
ふ
事

は
色

々
に
解

せ
ら

れ
る
が
人

々
の
力
殊

に
生
産

手
段

に
從

つ
て
給
付
し
得

る
力
を

い
ふ
揚
合



に
は
生
産
能
力
と

い
つ
π
方
が
よ
く
、
更

に
往
時
の
重
味
に
於
け
る
給
付
能
力
は
軍
に
支
配
し
得

る
財
に
よ

つ
て
定

め
π
が
之
は
叉
租
税
義
務
者

の
需
要

の
大

い
さ
に
よ

つ
て
も
定
め
得
る
。
即
ち
租
税
は
経
濟
的
地
位
に
慮
じ
て
持

つ

て
居
る
。
或
は
少
く
、
或
は
多
く
支
出
し
得
る
能
力
に
よ

つ
て
定
め
得
る
。
最
後

に
租
税
を
個

々
の
生
活
状
態
に
封

す
る
膣
迫
、
或
は
犠
牲
と
見
る
犠
牲
主
義
が
あ
る
。
之
に
よ
れ
ば
租
税
は
租
税
の
負
憺
を
納
税
者
が
同
標
に
戚
ず
る

標

に
決
定
せ
ら
る
べ
し
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
叉
肚
會
政
策
主
義
竜
租
税
測
定
に
關
連
す
る
原
則
で
あ
う
更
に
又
之
に

劉
抗
す
る
自
由
租
税
主
義
も
同
様
關
連
あ

る
原
則
で
あ
る
。
前
者
は
國
民
牧
入
及
び
財
産

の
分
配
を
調
節
せ
ん
と
す

る
竜
の
、
後
者
は
私
縄
濟
組
織
に
於
け
る
自
由
競
孚

の
下
に
生
ず
牧
入
及
び
財
産
分
配
に
樹
し
て
何
等
攣
化
を
與

へ

な

い
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

α

租
税
分
配
の
原
則
、
租
税
測
定
の
原
則
が
主

に
個
人
に
負
は
す
る
租
税
負
憺

の
大
き
さ
に
關
す
る
に
反
し
租

税
分
配
の
原
則
は
租
税
義
務
者
互
ひ
の
關
係
に
於

て
其
義
務
者
に
負

は
す
負
澹

の
大
き
さ
に
關
す
る
。
そ
れ
で
此
原

則
は
主
と
し
て
課
税

の
公
正
の
要
求
が
具
禮
化
せ
ら
れ
る
範
園
に
關
す
る
。

公
正
主
義
は
倫
狸
的

に
あ

つ
て
財
政
経
濟

の
主
義
で
は
な

い
が
、
経
濟
學

に
も
倫
理
的
要
求
が
往
時
か
ら
あ

つ
π

榛
に
財
政
學
に
於
て
も
あ

つ
π
。
即
ち
倫
理
的
財
政
學
に
は
公
正
要
求
が
租
税

の
普
遍
性
、
準
等
性
、
鷹
分
性
に
表

は
れ
て
居
る
の
を
見
る
。
ワ
グ
ナ

ー
は
普
遍
性
、
卒
等
性
は
何
等
説
明
を
要
し
な

い
公
理
だ
と
考

へ
π
が
普
遍
性
の

ゲ
〃
ロ
ブ
の
租
税
論

四
四
九
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四
五
〇

主
義
は
総
て
の
人
が
納
税
す
る
と

い
ふ
事
で
各
人
が
幾
何

の
納
税
を
な
す
か
と

い
ふ
事
は
公
正
原
則
が
解
答
す
る
所

の
も
の
で
あ
り
、
之
は
総
て
の
人
は
導
等
或
は
慮
分

の
納
税
を
す
べ
し
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
牢
等
の
要
求
及
び

慮
分
の
要
求
は
全
く
形
式
的
の
主
義
で
あ

つ
て
、
其
具
膿
化
す
る
駕
に
は
國
家
の
便
値
剣
断
が
な
さ
る
㌧
が
之
に
は

國
家
給
付
の
享
樂
、
之
等
給
付

の
個
人
に
封
す
る
費
用
或
は
給
付
能
力
が
關
連
す
る
の
で
あ

ウ
、
此
庭
に
叉
主
観
的

租
税
量
の
原
則
が
來
・る
。

&

租
税
作
用

の
原
則
、
租
税
は
其
作
用
に
鑑
み
て
如
何
に
組
立
て
ら
る
＼
事
を
要
す
る
か
。
個

々
租
税
は
軍
に

経
濟
生
活

の
み
な
ら
ず
倫
理
、
健
康
、
藝
術
等

の
生
活
に
種

々
の
影
響
を
與

へ
る
。
從

つ
て
租
税
作
用

の
研
究
は

一

般
租
税
論
中
殊
に
重
要
で
あ
る
、
然
し
軍
に
租
税
作
用

の
原
則
と

い
ふ
時
は
主
と
し
て
其
維
濟
時
作
用
を
意
味
し
次

に
倫
理
的
作
用
を
意
味
す
る
。
從

つ
て

一
般
的
作
用
と
特
殊
作
用
と
に
分

つ
事
が
出
來
る
。

一
般
的
租
税
作
用
の
原
則
は
租
税

は
再
生
産
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
漁
と

い
ふ
要
求
で
あ

つ
て

ロ
ー
レ
ン
ツ
シ
ユ
タ

ィ

ン
が
代
表
す
る
此
の
思
想
で
あ
る
。
彼

に
よ
れ
ば
租
税
は
國
民

の
全
生
産

に
封
し
て
少
く
と
も
費
用
財
の
債
値
が

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

い
ふ
の
で
あ

つ
て
、
彼
が

「
租
税
力
は
租
税
を
、
租
税
は
行
政
を
、
行
政
は
又
租
税
力
を
作
る

べ
き
で
あ
る
」
と

い
つ
π
の
は
嚴
格

に
云

つ
て
租
税

の
作
用

に
關
す
る
も
の
で
な

い
が
正
當
で
あ
る
。
更

に
租
税
の

一
般
原
則
に

コ
ン
ラ
ー
ド
の
租
税
規
則
が
あ
る
。
即
ち
古
き
租
税
は
良
租
税
で
あ
う
新
し
き
は
悪
し
き
租
税
と

い
ふ



の
で
あ

る
が
其
意
味
は
新
税

に
は
常

に
種

々
の
反
封
が
あ
ウ
、
新
負
旛

は
苦
し
く
戚
ぜ
ら

る
に
反
し
曹
税
は
慣

習
的

に
な

る
駕

に
負
捲

し
易

い
と

い
ふ

の
で
あ

る
。

租
税
作
用

の
特
殊
原
則
に
は
種

々
あ
る
が
先
づ

マ
ー
カ
ン
テ
リ

ス
ト
的
要
求
及

び
肚
會
主
義
的
要

求
即
ち
商
業

を

監
督
す

る

..ら
①
囚
。
ヨ
ヨ
9
N凶窪

α
一ユ
σq
凶2
窪
、.
或

は
大
衆
性

、ら
。
℃
三
9
一梓弩
.、
を
壇
進

せ
し

む
換
言
せ
ば
租
税

の
作
用

に
よ

つ
て
資
本
主

義
的
経
濟
を
肚
會
主
義
的

に
漫
更

せ
ん
と

い
ふ
様

な
竜

の
が
属
す

る
。
ワ
グ
ナ

ー
の
肚

曾
政
策
的

租
税
原

則
は
租
税
測
定

の
原
理
ば
か
う
で

な
く
租
税
作
用

の
原

則
で

竜
あ

る
。
次
に
叉

正
當

な
る
租
税
源
泉

の
撰
揮

に
關
す

る
、
即
ち
租
税
は
牧
入
及

び
財
産

、
資
本

の
壇

加
部
分
か
ら
徴
牧
す

べ
し
と

い
ふ
原

則
、
更

に
租
税

の
轄
嫁

に

顧
み

て
考

へ
ら
れ
力
租
税
指
定
者
と
澹

税
者

一
致

の
原
則

9

毒
血
ω騨
鑓

告
2

冠
・
算
一沖弩

山
。・。
GQ
叶。
器
a
9
け一銘
冨
叶。。
二
民

血
窃

ω
8
琴
「隷

σq
輿
。。・
が
あ

る
が
之
は
租
税

は
實
際
負
憺

せ
し
む
る
者

に
負
捲

せ
し
め
る
標
に
考

へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と

い
ふ
の
で
あ

る
。

更

に
租
税

の
作
用

に
鑑
み

て
無
歎

の
原
則
が
存
す

る
が
其
内

に
政
治
的
租
税
原

則
が
あ

る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
租
税

は
選
翠
権

、
移
住

の
自
由
、
國
民

の

一
般

の
権

利
を
制
限
す

べ
き
で
な

い
と

い
ふ

の
で
あ

る
。

Q

租
税
権
及

び
租
税
行
政

の
原

則

、
租
税
は
輩

に
経
濟
的

現
象
で
な
く

現
代

の
國
家

に
於

て
は
法
律
的
現
象
で

あ

る
か
ら
法
律
的
行
政
技

術
的
見
地
か
ら
種

々
の
原
則
が
考

へ
ら
れ

る
。
其
重

な
る
も

の
は

ゲ

ル

ロ
フ
の
租
税
論

四

五

一
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四
五
二

一
、
租
税

の
確
實
原

則
即
ち
其
額

、
時
期
、
揚
所

、
支
彿
方
法
等
が

明
確

に
規
定

せ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

二
、
租
税

の
合
法
性
或
は
合
法
則

性
。

一
國

の
全
租
税

は
法

則
的
根
族

の
上
に
立

ち
種

々
の
租
税
及
び
租
税
義
務

の
磯
生

、
範
園

に
關
す
る

一
般
的

原
理
が
豫

め
確

定
さ
れ

て
居
る
様
に

な

つ
て
居
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

三
、
租
税
便

宜
の
原

則

中
ぎ
N
一℃
α
窪

園
。
9
ず

農
一αq
オ
。
詳

納
税
者

の
個
人
的
便
宜

の
意
味
で

は
な
く

し
て
納
税
者

及

び
國
庫

の
経
濟

的
合
同
性
を
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

四
、
課
税

の
低
廉
性

U
器

℃
「
ぎ
Nゼ

α
。
「
≦
。
三
融
凶ぎ
。
潔

血
Φ
『
bd
①ω8
器
讐
=
喚

即
ち
徴
税
費

を
な

る
べ
く
少
く
す

る

事
が

必
要
で
あ

る
。

術
以

上

の
外

に
多
く

の
原
則
が
あ

る
が
そ
れ
は
自
明

の
竜

の
或

は
あ
ま
り
重
要
で

な

い
も

の
或
は
、
例

へ
ば

ヴ
イ

イ
ぜ

ル
の
學

げ
る
様
な
租
税

の
相
甥
的

一
致
性
及
び
自
由
意
志
性

「・
聾

ぞ
。
。
言
。。甑
ヨ
§
凶σq
κ
・
詳

巷
飢

軍

・
ヨ
、=
=
σ。
寄
搾

の
標
な
財
政
學

に
於

て
基
礎
づ
け
得

な

い
法
律
原
則
が
あ

る
。

七

財
政
経
濟
的
租
税
原
則

総
て
の
経
濟
及
び
肚
會
現
象
と
同
標

に
租
税
に
は
理
論
的
考
察
と
同
時
に
政
策
的
考
察
が
な
し
得
る
。
又
歴
史
的

法
律
的
、
慣
習
的
見
地
か
ら
も
観
察
し
得

る
。
然
し
財
政
學

に
取

つ
て
は
租
税
を
公
経
濟
的
現
象
と
し
て
観
察
す
る



の
が
唯

一
の
方
法
で
あ
る
。
経
濟
的
に
は
租
税
は
肚
會
生
産
物
及
び
財
産

の
分
配
で
あ
る
、
そ
れ
で
租
税
政
策
と
し

て
は
此
分
配
は
租
税
の
目
的
作
用

に
關
連
し
て
如
何
に
な
さ
る
べ
き
か
、
如
何
に
せ
ぱ
維
濟
的
で
あ
る
か
と

い
ふ
事

が
問
題
と
な
る
。

租
税
の
二
つ
の
重
要
作
用

は
財
政
的
及
び
経
濟
的
で
あ

つ
て
結
局
需
要
充
足
の
手
段
を
経
濟
的
に
得
る
事
で
あ
る

が
財
政
的
作
用
か
ら
生
ず
る
課
税
原
則
は
徴
牧
す
べ
き
額
及
び
、
個
人
が
提
供
し
得

る
量
に
關
連
し
経
濟
的
作
用
か

ら
導
か
る
＼
原
則
は
全
経
濟
及
び
杜
會
に
及
ぼ
す
影
響
に
關
連
す
る
。

租
税

は
公
共
團
燈
が
他
の
経
濟
軍
位
か
ら
特
別
の
報
酬
な
く
強
制
的
に
徴
登
し
、
然
ら
ざ
れ
ば
充
足
せ
ら
れ
な

い

財
政
慾
望
を
満
尤
す
爲

の
公
共
的
利
盆
に
基
く
手
段
で
あ
る
。
租
税
政
策
の
任
務
は
此
手
段

乃
至
は
公
共
的
慾
望
と

他
の
公
私

の
利
盆
と
が
不
調
和
に
落
ち
ざ
る
檬
に
務

む
る
事
で
あ
b
、
從

つ
て
租
税
の
徴
牧
は
各
人
が
公
共
的
慾
望

を
満
π
す
に
必
要
な
う
と
し
て
提
供
す
る
額

の
範
園
内
に
限
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
租
税
制
限

の
原
則
で
あ

る
。

次
に
租
税
の
作
用
は
公
の
需
要
を
國
民
経
濟
或
は
全
燈

の
幸
幅
の
爲
に
経
濟
的

に
充
足
せ
し
む
る
に
あ
る
が
此

の

爲
に
租
税
に
よ
つ
て
財
産
獲
取
、
所
有
、
消
費

に
關
し
國
民
経
濟

の
構
成
負
で
あ
る
各
緯
濟
輩
位
の
物
質
的
幸
煽
の
與

へ
ら
れ
た
る
状
態
を
可
及
的
侵
害
し
な

い
様

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
即
ち
租
税
は
益
膿
的
に
見
て
最
少
の
費
用

を
以
て
徴
牧
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
少
費
用

の
原
則
が
適
用
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
術
此
原
則
は
簡

ゲ

ル

ロ
フ
の
釈
税
論

四

五
三
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輩

に
最
大
利
用

の
原
則
と
も

い
は
れ
る
。

四
五
四

八

租
親
制
限
の
原
則

一
、
租
税

は
全
髄
及
び
個
人
に
與

へ
る
公
の
利
盆

の
量
に
制
限
せ
ら
る
、
、
と

い
ふ
の
が
租
税
制
限

の
原
則
で
あ

る
。
然
し
て
此
原
則
は
租
税
の
測
定
及
び
徴
牧
に
關
連
す
る
が
嬬
に
量
及
び
質
の
原
則
で
あ
る
。

先
づ
量
の
原
則
と
し
て
は
課
税
の
絶
劃
的
の
制
限
と
相
劉
的

の
制
限
が
存
し
、
絶
封
的
に
は
公
の
利
盆
が
規
定
す

る
量

の
制
限
を
受
け
此

「
規
定
す
る
量
」
は
場
所
に
よ
b
時
に
よ
り
異
る
。
租
税
の
利
盆
が
國
民
経
濟

の
休
養

及
び

其
生
産
力
の
維
持

の
利
益
に
及
ば
ず
之
以
上
は
租
税
を
徴
牧
し
得
な

い
と
云
ふ
場
合
が
あ
り
、
叉
職
孚

の
揚
合
の
檬

に
他
の
場
合
に
は
到
底
耐
え
難

い
様
な
租
税
を
國
家

の
存
在
と

い
ふ
問
題
の
前
に
必
要
と
す
る
場
合
竜
あ
ろ
う
。
多

く

の
欧
洲
諸
國
は
職
箏
の
駕

に
此
標
な
状
態
に
遭
遇
し
カ
が
、
後
財
政
需
要
充
足
を
無
限
に
籏
張
す
る
事
は
結
局
其

根
幹
を
根

こ
ぎ
に
す
る
危
瞼
あ

る
を
知
る
に
到

つ
虎
。

即
ち
租
税
制
限

の
原
則
は
國
民
の
牧
入
を
し
て
他

の
肚
會
的
需
要
を
十
分
満
足
せ
し
む
る
榛
に
租
税
徴
牧
を
制
限

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
意
味
す
る
。
然
ら
ば
租
税
を
幾
何
に
制
限
す
べ
き
か
と

い
ふ
に
そ
れ
は
其
時
の
事
情
、

歴
史
的
、
経
濟
的
、
政
治
的
状
態
に
依
存
す
る
竜
の
で
あ
り
此
程
度
を
薮
見
す
る
の
が
と
り
竜
な
ほ
さ
ず
、
政
治
家



の
任
務
で
あ
る
が
そ
れ
に
は
何
等
確
定
せ
る
標
準
は
な

い
の
で
あ
る
。

次
に
絶
封
的
租
税
制
限

の
原
則
は
全
租
税
需
要

に
關
す
る
ば
か
う
で
な
く
個

々
の
需
要

に
も
關
連
す
る
。
即
ち
公

の
経
費

の
各
部
分
は
此
租
税
の
結
果
失
は
れ
だ
利
用
以
上
の
利
用
慣
値
を
齎
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
租
税
が
満

足
せ
し
む
る
公

の
慾
望
は
緩
急
の
度
に
於

て
種

々
異
る
が
其
最
竜
急
な
る
も
の
は
生
存
慾
で
あ

つ
て
そ
れ
以
上
は
漸

次
其
程
度
が
緩
か
に
な
る
が
、
反
劃
に
租
税
負
憺
者
に
樹
し
て
は
漸
次
犠
牲
の
程
度
を
大
に
す
る
。
此
逓
減
す
る
利

用
と
逓
塘
す
る
犠
牲
の
均
等
黙
を
登
見
す
る
の
が
租
税
政
策
の
任
務
で
あ
う
、
爾
者
の
比
較
は
困
難
に
は
違

ひ
な

い

が
達
識
の
政
治
家
は
暖
か
の
心
冷
静

の
頭
朧
に
よ
つ
て
之
を
登
見
し
少
く
と
も
之
を
戚
ず
る
の
で
あ

る
。
之
學
者
が

租
税
限
界
利
用
保
持

の
原
則
と

い
ふ
所
の
も
の
で
あ
る
。
荷
少
し
く
説
明
せ
ば
租
税
負
憺

の
程
度
は
租
税
限
界
利
用

を
越
え
て
は
な
ら
な

い
。
換
言
せ
ば
課
税
は
其
経
濟
的
に
肚
會
的

に
及
ぼ
す
損
失
が
租
税
者
に
甥
し
最
も
不
急
の
同

額
の
支
出

の
利
用
よ
う
少
な

い
標
に
制
限
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
此
庭

に
租
税
制
限
の
原
則
は
多
く
の
黙
に

於

て
最
大
利
用
の
原
則
に
關
連
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
此
原
則
か
ら
、
當
然
財
政
需
要

の
程
度
に
從

つ
て
認
め
ら
れ
た
租
税
需
要
を
其
満
足
に
必
要
な
程
度
に
全
く

制
限
す
る
と

い
ふ
要
求
が
生
ず
る
。
即
ち

一
、
租
税
は
絶
劃
的
に
必
要
な
る
も
の
に
局
限
し
債
殖
は
之
を
禁
ず
べ
き
事
。

ゲ
ル
ロ
フ
の
租
税
論

四
五
五
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五
山
ハ

ご
、
課
税

は
其

目
的

即
ち
財
政

需
要

を
満
足

せ
し
む
る
だ
け
と

し
第

二
次
的

目
的
を
排

除
す
べ
き
事
。

以
上

二

つ
の
原

則
は
適
度

の
原
則
及
國
庫
的

忠
實

の
原
則

Ω
さ
邑

。・碧
N。
匹
。
『
∋
餅
艶
σq
犀
。
一什
二
&

α
自

評
訂
募
6冨
昌

≦
、巴
≒
募
箭
σq
寄
一ρ
と

い
は
れ
る
竜

の
で
あ

る
が

、
前
者

は

ロ
ウ

シ
ヤ
ァ
の
信
ず

る
如
く
+
分
性
、
豊
富
性

の
原
則
に

劉
立
す

る
も

の
で

は
な
く
し

て
必
要
な

る
も

の
に
局
限
す

る
と

い
ふ
要
求
及
び
課
税

の
+
分
性
及

び
適

鷹
性

》
霧
7

。
一6
}・窪
穿

Φ
搾

〉
巷
p。。。・=
5
σQ
・・莚
三
㈹
パ
。
潔

の
要
求
を
包

含
す

る
も

の
で
あ

る
。
後
者

の
原
則

は
假
命
租
税
は
種

々
の
副

作
用

を
及
ぼ
す
と
は

い
へ
、
其

本
質

に
從

つ
て
財
政
的
手
段

の
調
達

を
目
的
と
す

る
と

い
ふ
の
で
あ

る
。

絶
劃
的

租
税

制
限

の
原
則

は
相
封
的

租
税
制
限

の
原

則
に
よ

つ
て
補
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
即
ち
課
税

は
租

税
能
力

の
程
度

に
從

つ
て
課
税
能
力
者
に
制
限

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
ぷ

の
で
あ

る
。

此
原

則
は
課
税
普
遍

の
原

則

に
反
す

る
様

に
考

へ
ら
れ
る
が
事
實

は
軍

に

一
般

に
認

め
ら
れ
π
る
事
實

の
他

の
具

腱
化

し
た
も

の
に
過
ぎ
な

い
。
從

て
課
税
普
遍

の
原

則
は
若

干
制
限

せ
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

一
髄

課
税
普
遍

の
原

則

は

一
郁
階

級

が
租
税
免
除

の
特
権

を
有
し

カ
る

に
醤
し
て
主
張

せ

れ
れ
π
も

の
で
あ
う
市
民
的
原
則

し∩
3
鉢
ωげ
晋
σq
・
7

一…6
冨
。・
中

一ま
一℃
で
あ

つ
た
が
、
課
税

を
租
税
能

力

に
制
限
す

る
事

は
経
濟

的
弱
者

の
負
憺

を
考
慮

し
カ
も

の
で
あ

る

か
ら
肚
會
的
原
則
と
云

ひ
得

る
も

の
で
あ

る
。
即
ち
租
税
普
遍

の
原
則
は
租
税
不
納
或

は
免
税

ω
言
琴
昏

。ぎ
・
一梓。昌

を
排
除

せ
し

め
π

の
で
あ
る
が
、
同
時

に
間
接
的
消
費
税

に
よ

つ
て
必
要
品

に
劃
し
課
税
す

る
上
に
更

に
貧
窮
者

に



劃
し
て
も
直
接
税
を
附
課
す
る
に
至

つ
π
の
で
あ
る
。
此
慮
に
於
て
課
税
能
力
者
に
課
税
を
阻
害
せ
ん
と
す

る
原
則

は
課
税
普
通

の
原
則
に
正
當
な
る
限
界

を
設
け
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
何
人
が
課
税
を
負
澹

し
得
る
能
力
が
あ
る
か
。
此
課
税
能
力

び
。
・・9
二
。
「巷
σq
ω
臓讐
一σq
は
租
税
能
力

ω
停2
窪

載
三
σq
と
は
異
る
。
法
律
的
に
、
経
濟
的
に
叉
輩
に
技
術
的
に
課
税
し
得
な

い
も

の
も
租
税
能
力
は
有
し
て
居
う
、
反

劉
に
租
税
能
力
は
な
く
と
も
課
税
能
力
あ
る
も
の
も
あ
る
。
即
ち
課
税
能
力
と
は
形
式
的
に
叉
實
質
的
に
納
税
し
得

る
租
税
力
を
有
す
る
経
濟
軍
位
で
あ

つ
π
之
等
は
其
租
税
能
力
に
從

つ
て
課
税

せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
亀

租
税
能
力
は
租
税
を
納
あ
得

る
能
力
で
あ
う
租
税
は
纒
濟
的
給
付
で
あ
る
か
ら

一
見
経
濟
的
の
給
付
能
力
を
前
提

す
る
か
に
見
え
る
。
然
し
事
實
は

一
定
の
種
類

の
輕
濟
的
給
付
能
力
で
あ
ウ
、
租
税
給
付
能
力
に
關
す
る
、
租
税
能

力
は
給
付
能
力
と
は
同

】
で
な

い
。
給
付
能
力
は
大
で
あ

つ
て
も
そ
れ
だ
け
租
税
能
力
の
な

い
事
が
あ
る
、
即
ち
租

税
能
力
と
は
課
税
原
則

の
支
配
を
受
け
た
給
付
能
力
と

い
ふ
事

に
な
る
。
勤
勢
所
得
と
相
績
所
得
は
同
額
で
あ
る
限

う
給
付
能
力
は
同

一
で
あ
る
が
租
税
能
力
は
等
し
く
な

い
様
な
竜
の
で
あ
る
。
從

つ
て
租
税
能
力
は
軍
に
経
濟
的
の

能
力
に
ょ
つ
て
定
懐
ら
ず
し
て
経
濟
的
、
肚
會
的
、
渣
徳
的
、
心
理
的
、
技
術
的
、
課
税
條
件
を
総
て
墾
照
し
カ
る

能
力
に
ょ

つ
て
定
懐
る
。

次
に
租
税
制
限

の
原
則
は
量
的
の
原
則
の
み
で
な
く
質
的
の
原
則
で
竜
あ
る
。
即
ち
課
税
は
正
當
な
る
租
挽
の
源

ゲ
ル
ロ
フ
の
租
税
論

四
五
七
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泉

に
局
限
せ
ら

れ

な

け

れ
ば
な
ら
な

い
。
之
は
二
重

の
観
察
を
爲
し
得
る
の
で
あ

つ

て

一
租
税
の
選
揮
に
關
し

他
は
其
要
求
の
種
類
に
關
す
る
。
此
原
則

に
關
し
て
は
財
政
的
合
同
性
及
び
國
民
経
濟
的
、
肚
會
的
観
察

の
問
題
が

あ
る
。
財
政
的
合
同
性
の
程
度
に
從

つ
て
の
租
税
制
限
の
原
削
は
課
税
を
財
政
的
目
的
に
最
も
よ
く
適
鷹
す
る
税
源

及
び
課
税
方
法
に
局
限
す
べ
き
事
を
要
求
す
る
。
如
何
な
る
税
源
方
法
が
最
も
可
で
あ
る
か
と

い
ふ
に
、
容
易
且
つ

確
實
に
課
税
し
得

る
多
く

の
牧
入
を
少
な
る
費
用
に
て
得
ら
る
＼
が
如
き
も
の
が
良

い
の
で
あ
る
。
輩
税
論
は
以
上

の
要
求
を
満
力
し
得
な

い
爲
に
成
立
し
な

い
。

國
民
経
濟
的
肚
會
的
考
察
に
よ
る
租
税

の
制
限
に
よ
れ
ば
絶
劃
的
及
び
相
封
的
の
課
税
負
憺

の
制
限
が

必
要
で
あ

り
、
租
税
負
捲
は
滴
當
な
る
歎

の
税
源
の
撰
澤
に
絶
劉
的
に
制
限
せ
ら
れ
る
。
負
憺
黙

U
葺
穿
℃
毒
ζ
窪

が
多

い
時

は
租
税
負
憺
を
相
樹
的
に
竜
絶
封
的
に
も
外
観
的
に
竜
實
質
的
に
竜
減
少
す
る
。
と

い
ふ
の
は
、
之
に
よ

つ
て
租
税

力
は
分
憺

せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
租
税
負
憺

は
租
税
制
度

の
如
何
に
よ

つ
て
も
輕
減
し
得

る
。
小
額
の
租
税

を
、
種

々
の
機
會
に
間
接

に
賦
課
す
れ
ば

一
定

の
時
に
大
な
る
金
額
を
賦
課
す
る
よ
り
も
其
負
憺

を
戚
ず
る
程
度
は

小
で
あ
る
。

租
税
負
捲

の
制
限

の
原
則
に
關
し
て
術
少
し
て
附
加
す
る
に
巳
に
の
べ
π
税
源
撰
揮
、
程
度
範
園
に
關
す
る
要
求

は
國
民
縄
濟
的
、
肚
會
政
策
的
観
勲
を
要
求
す
る
竜

の
で
之
と
矛
盾
す
べ
き
で
な

い
。
換
言
せ
ば
此
認

め
ら
れ
π
正



當
視
せ
ら
れ
π
租
税
額
に
は
術
租
税
分
配
租
税
徴
牧
に
關
し
制
限
が
存
し
其
限
界
は
経
濟

、
肚
會
政
策
に
よ
つ
て
定

譲
る
の
で
あ
る
。

九

最
少
費
用
の
原
則

已
に
述
π
租
税
制
限
の
原
則
は
課
税
の
分
的
限
界
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
滑
極
的
性
質
を
帯
び
て
居
る

が
最
少
費
用
の
原
則
或
は
最
大
利
用

の
原
則
は
積
極
的
の
原
則
で
あ
る
。
租
税
は
國
家
目
的
の
實
現
手
段
で
あ
る
か

ら
租
税
目
的
は
國
家
目
的
の
手
段
で
あ
る
。
國
家

の
目
的
は
國
民
の
幸
幅
を
指
示
す
る
事
で
あ

る
が
租
税
も
叉
此
目

的
に
從
ふ
の
で
あ
る
。
從

つ
て
吾
人
は
租
税
制
限

の
原
則
と
共
に
幸
顧
の
要
求
原
則
に
從
ふ
課
税
原
則
を
掲
げ
得

る
。

國
家

の
目
的
は
其
根
本
に
於

て
は
何
時
の
時
代
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
が
時

々
の
歴
吏
的
現
象
、
其
具
髄
的
の
目

的
に
於
て
は
種

々
異
り
、
從

つ
て
國
民
幸
祠
の
要
求
と
し
て
表
は
る
＼
も
の
も
時

々
に
異

る
。
此
内
の
取
捨
に
關
し

一
の
標
準
が
必
要
で
あ
る
が
此
標
準
は
國
家
の
道
徳
的
責
任
威
念
よ
う
導
か
れ
、
肚
會
及
び
個
々
の
生
活
關
係

の
形

態

に
劉
す
る
此
標
準
か
ら
登
す
る
方
針
は
財
政

々
策
的
公
理
の
意
味
を
持

つ
て
居
る
。
然
し

て
財
政

々
策
の
出
登
黙

は
租
税
は
常
に
個

々
経
濟

へ
の
侵
入
で
あ
う
、
財
産
の
減
少
で
あ
釦
、
租
税
客
燈
の
勢
働
力

の
要
求
で
あ
る
と

い
ふ

事
で
あ
る
。
私
縄
濟
的
に
は
租
税
は
総
て
個
人
の
欲
望
満
足
の
可
能
性
の
制
限
で
あ
う
國
民
経
濟
的

に
は
私
経
濟

ヘ

ゲ

ル
ロ
フ
の
租
税
論

四
五
九
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〇

の
侵
害

は
其
経
濟
力
の
伸
張
を
阻
止
す
る
結
果
と
な
る
。
然
ら
ば
問
題
は
個
人
の
要
求
と
國
民
幸
幅

の
侵
害
を
最
少

な
る
程
度

に
止
め
ん
と
す
る
要
求
と
を
如
何
に
し
て
調
和
せ
し
む
る
か
と

い
ふ
事
で
あ
る
が
、
此
庭
に
於
て
は
租
税

の
根
擦

の
問
題
に
係
は
る
必
要
は
な

い
。
又
國
民
牧
入
の
租
税
と
な
る
部
分
は
公
共
團
膿
よ
つ
て
消
費

せ
ら
る
＼
方

が
個

々
の
経
濟
軍
位
に
残

つ
て
居
る
以
上
に
國
民
の
幸
幅
を
塘
進
す
る
と

い
ふ
論
撮
を
持

つ
て
來
る
必
要
も
な

い
。

課
税

は
経
濟
的
に
正
當
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
ふ
根
本
的
の
要
求
に
關
し
て
は
此
庭
に
述
ぶ
る
必
要
は

な

い
。
唯
租
税
政
策
は
課
税
が
手
段
調
達
で
あ

つ
て
手
段

の
清
費
で
な

い
と

い
ふ
事
か
ら
出
螢
す
れ
ば
足
る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
租
税
清
費

の
利
用
性
が
前
提
せ
ら
る
＼
な
ら
ば
、
租
税
政
策
は

そ

れ

に

は
何
等

の
影
響
を
も
有
し
な

い
。
此
政
策
は
常
に
個

々
の
経
濟

か
ら
最
少
の
損
失
を
行

つ
て
徴
牧
す
る
事
を
念
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
即
ち
租
税
の
最
少
費
用
の
原
則
の
あ
る
所
以
で
あ

る
が
更
に
そ
れ
よ
り
深

い
根
篠
を
求
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、

経
濟
的
需
要
充
足
手
段
と
し
て
の
租
税

の
作
用
か
ら
導
く
必
要
が
あ
る
。

最
少
費
用
に
從

ふ
課
税
の
原
則
は
給
付
能
力
に
よ
る
課
税
の
原
則
と
は
異
う
、
叉

マ
ソ
チ

エ
ス
タ
ー
自
由
主
義
の

そ
れ
等
が
あ
る
が
俗
に

..ピ
$
く
①
と
δ
孚
霧
吏
。
ニ
ー評
α
み
冨
ヨ
..
或
は
非
干
渉
主
義
即
ち
租
税
原
則
は
人
爲
的
干
渉
に
よ

つ
て
節
約

の
動
機
と
支
出
の
動
機
と
の
自
然
の
競
孚
を
妨
ぐ
べ
か
ら
ず

(
ス
チ

ユ
ァ
ー
ト

・
ミ
ル
)
と

い
ふ
の
と
は

異
る
。
課
税

の
目
的
は
経
濟
的
肚
會
的
秩
序
を
愛
更
せ
し
む
る
も
の
で
も
又
そ
れ
を
保
守
せ
ん
と
す
る
も

の
で
竜
あ

,



る
。

'
從

つ
て
租
税
政
策

の
問
題
は
租
挽
が
最

少
費
用

を
以

つ
て
如
何

に
課
せ
ら

る

㌧
か
に
あ

る
。
答

は
我

々
の
國
民
経

濟

は

一
定

の
非
常

に
制
限

せ
ら

れ
π
財
を
支
配
す

る
に
過
ぎ
な

い
。
結
果
経
濟

政
策

の
目
標

は
ー
ヒ

あ
ら
ゆ

る
よ
き

財
政
ヶ
策
は
経
濟
政
策
で
あ
る
ー

此
財
を
出
來
る
だ
け
塘
大
し
最
も
よ
べ
利
用
す
る
事
を
心
掛
け
る
と

い
ふ
考

へ

か
ら
生
ず
る
。
最
少
費
用

の
課
税
原
則
は
課
税
は
経
濟
を
歴
迫
し
な

い
、
若
し
可
能

な

ら

ば

助
長
す
る
事
に
存
す

る
。
之
は
経
濟
的
租
税
原
則
で
あ
る
。
更
に
肚
會
政
策
的
理
想
を
保
持
す
べ
き
租
税
政
策

の
任
務
が
あ
る
が
之
は
肚

會
的
租
税
原
則
と

い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
以
上
の
爾
者
は
相
待

つ
て
最
少
費
用
に
從
ふ
課
税
原
則
の
内
容
を
有

す
の
で
あ
る
。

十

租
税
能
力
に
よ
る
課
税

租
視
能
力
と
は

一
定
の
客
観
的
、
主
観
的
の
状
態
に
從

つ
て
給
付
を
な
し
得
る
能
力
の
意
味
で
あ
る
。
客
観
的
の

要
素
と
は

一
定
の
経
濟
的
事
實
即
ち
財
産
及
び
牧
入
が
規
定
す
る
貨
幣
及
び
財
に
封
す
る
支
配
力
で
あ
る
。
從

つ
て

課
税

に
關
し
往
時
に
於
て
は
財
産
、
近
世
に
於

て
は
牧
入
を
以
て
租
税
力
の
標
準
と
し
て
居

つ
π
。
更
に
租
税
能
力

に
は
支
出
と
蓄
積
の
二
つ
の
他
の
要
素
が
考

へ
ら
れ
、
支
出
の
中
に
経
濟
力

の
存
す
る
事
は
疑

ひ
が
な

い
が
支
出
が

ゲ

ル

ロ
フ
の
租
税
論

四
六

一
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ハ
ニ

給
付
能
力
を
超
ゆ
る
場
合
竜
超

え
な

い
揚
合
も
あ
る
。
前
者
の
揚
合
に
於

て
は
租
税
的
に
は
問
題
は
な

い
が
後
者

の

場
合
に
は
租
税
能
力
の
他

の
要
素
即
ち
節
約
叉
は
蓄
積
が
入
う
來

泥
る
。
支
出
は
多
く

の
揚
合
に
財
産
以
上
に
給
付

能
力
を
表
象
す
る
。
租
税
を
納
付
し
得
る
力
は
支
出
を
駕
し
得

る
能
力
と
共

に
増
進
す
る
が
蓄
積
は
輩
に
給
付
能
力

の
補
足
的
目
標
と
考

へ
ら
れ
る
。

主
観
的
の
租
税
能
力
は
、

第

一
が
慾
望
で
あ
る
。
必
要
な
慾
望
が
大
き
け
れ
ば
大
き

い
程
租
税
力
は
少
な

い
。
租
税
能
力
は
生
活
の
緊
急
品

以
上
の
も
の
が
あ

つ
て
始
め
て
起
る
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
も
國
家
が
生
活
に
必
要
映
く
べ
か
ら
ざ
る
手
段
を
租
税

に
よ

つ
て
制
限
せ
ん
と
す

る
な
ら
ば
、
國
家
は
其
本
來
の
目
的
に
反
す
る
事
と
な
る
。
即
ち
生
活
最
少
限
に
劃
す
る

免
税

の
要
求
か
起

る
。
生
活
最
少
限
と
は
最
も
狭
義
に
は
肉
燈
的
生
活
需
要

の
み
で
あ
る
が
、

一
般

に
は
そ
れ
以
上

人
間
と
し
て
最
も
貧
窮
者
に
も
與

へ
ら
る
べ
き
文
化
的
需
要
の
最
少
限
を
も
包
む
も
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
所
謂

身
分
相
慮

の
家
計
は
決
し
て
生
活
最
少
限
で
は
な

い
。
從

つ
て
自
由
牧
入

隔「。
げ
霊
巳
8
ヨ
§
。
昌
が
租
税
納
力
の
量
で

あ
る
。
階
級

の
相
違
す
る
に
從

つ
て
身
分
相
慮

の
慾
望
も
決
し
て
同
じ
緊
急
性
を
持

つ
て
居
る
も
の
で
は
な

い
か
ら

彼
等
を
免
税
す
る
事
は
最
少
費
用
主
義
に
ょ
る
課
税
原
則
と
反
す
る
。

生
存
欲
望
と
共
に
更
に
多
く

の
租
税
力

を
殺
ぐ
他
の
欲
望
が
あ
る
。
そ
れ
は
家
族
の
状
態
、
子
供

の
歎
、
病
氣
等

、



特
別
の
人
爲
的
關
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
は
財
の
主
観
的
評
慣
で
あ
る
、
租
税
能
力
は
財
産
、
牧
入
の
標
な
客
観
的
の
事
實

に
依
存
す
る
ば
か
う
で
な

く
納
税
者
の
有
す
る
財
の
量

の
主
観
的
評
債
に
依
存
す
る
が
主
観
的
評
慣
は
所
有
財

の
量
、
原
因
、
性
質
に
ょ

つ
て

異
る
、
從

つ
て
課
税
は
牧
入
及
び
財
産

の
絶
封
的
の
大
き
さ
を
考
慮
す
る
ば
か
う
で
な
く
、
其
牧
入
及
び
財
産
が
螢

力

に
よ
つ
て
得
ら
れ
だ
る
か
否
か
、
或
は

一
度
限
う

の
牧
入
で
あ
る
か
織
績
的

の
牧
入
で
あ

る
か
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

此
要
求
は
租
税
政
策
は
租
税
が
納
挽
者
に
と

つ
て
同

一
の
犠
牲

(
犠
牲
均
等
説
)
或
は
最

少
の
犠
牲

(
エ
ヅ
ヂ
ウ

ォ

ー
ス
最
少
犠
牲
或
は
限
界
犠
牲
均
等
説
)
と
な
る
標
に
賦
課
せ
ら
る
様
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
ふ
犠
牲

説
に
根
篠
を
置
く
の
で
あ
る
。
此
犠
牲
は
私
経
濟

に
劃
す
る
租
税

の
全
作
用
の
内
に
見
ら
れ
叉
納
税
者
が
租
税

に
よ

つ
て
欲
望
満
足
を
制
限
せ
ら
る
＼
黙
に
見
得

る
の
で
あ
る
が
、
課
税

は
之
に
よ

つ
て
総
て
の
納
税
者
が
同
じ
様

に
損

失
を
威
ず
る
榛
に
せ
ら
る
、
事
を
必
要
と
す
る
。
此
目
的
は
牧
入
が
壇
加
す
る
に
つ
れ
て
租
税
の
負
憺
を
或
割
合
に

高
め
或
は
職
業
、
獲
取
方
法
に
よ
つ
て
租
税
額
を
異
に
す
る
事
に
よ
つ
て
達
成
し
得
る
。

此
説

の
根
撮
は
限
界
利
用
説
に
關
連
し

て
居
る
、

一
定
の
貨
幣
額
が
財
産
或
は
牧
入
と
し
て
人
に
與

へ
る
儂
値
は

其
財
産
或
は
牧
入
の
壇
減
に
よ

つ
て
上
下
す
る
傾
向
が
あ
う
、
更

に
或
貨
幣
額

の
人
に
劃
す

る
債
値
は
最
も
逼
追
し

ゲ
ル
ロ
フ
の
租
税
論

四
宍
三
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六
四

て
居
ら
な

い
慾
望
を
満

足
せ
し

む
る
駕

に
用

ひ
ら
れ
る
同
額

の
貨
幣

の
債

値

に

一
致
す

る
傾
向
が
あ
る
。
之
等

の
深

い
研
究

は

ノ
イ

マ
ン
、
ザ

ッ
ク

ス
、

メ
イ

ヤ
ー
、

ピ
ア

ー
ソ
ン
、

コ
ー

ヱ
ン

・
ス
チ

ユ
ァ

ー
ト
、

エ
ツ
デ
ウ
オ

ー
ス

等

に
よ

つ
て
な
さ
れ
π

の
で
あ

る
が
、
租
税
力
或
は
租
税
犠
牲

の
大

い
さ
に
劉
し

て
尺
度
を
求
め
ん
と
す
る
研
究

は

領

値
論

に
よ

つ
て
牧
入
の
異
な
る
揚
合
租
税
額

の
階
段

に
封
し
理
論
的

の
根
撮

を
持

つ
、
叉
實
際
的

に
採
用
し
得

る

形
式
を
求

め
ん
と
す
る
不
可
能
な

る
目
標

を
追

ふ
事
で
あ
る
。

却
説

租
税
能
力

の
主
観
的
要
素
と

し
て

一
方

に
慾
望
を
他
方

に
財
の
主
観

的
評
債
を
認

む
る
時

は
、
課
税

に
封
す

る
.一
定

の
實
際

的
要
求
が
生
ず

る
。
生
存
額

に
封
す

る
免
税
は
已
述

の
通
b
で
あ

る
が
他
は
財

の
主

観
的
評
債

へ
の

考
慮
で
あ

る
。
此
場
合

に
は
財
の
量
が
問
題
に
な

る
か
叉

財
産

及
び
牧

入
の
源
泉

も
問
題

に
な
る
。
即
ち
動
勢
所
得

は
負
憺

を
戚
ず

る
程
度
高
く
不
當

利
得

、
偶
然
牧

入
は
其
度
が
低

い
。
相
績

課
税

の
揚

合

の
血
族

の
等
差

の
考
慮
等

は
此
結
果
で
あ

る
。
然

し
そ
れ
は
本
質
的
で

は
な
く
最
も
重
大

な
も

の
は
支

配
し
得

る
財
産

の
大
き
さ
で
あ

る
。
然

し
租
税
力

は
財
産
及

び
牧
入
に
比
例

す
る
竜

の
で

は
な
く

し
て
其
増
加
と
共

に
累
進

す
る
竜

の
で
あ

る
。
何
と
な
れ

ば

一
般

に
大
経
瞥
が
小
縄
螢

に
優

れ
て
居

る
如
く
大

な
る
財
産

及

び
牧

入
は
比
例
以

上
に
大
な
る
経
濟
力

を
有
し

て

居
う
、
'
一
定

の
慾
望
以
上

の
財
産
及

び
牧
入

の
部
分
は
財
産

、
牧

入
が
高

い
程
を
し

て
急
逼

な
ら

ざ
る
慾
望

に
向
け

ら

れ
、
同
額

に
劉
し

て
認

π
る
慣

値
は
之
に
關
連
す

る
所
得

、
牧
入
の
高

に
よ

つ
て
異

る
か
ら
で
あ

る
。



即
ち

二
つ
の
命
題
が
生
ず

る
が
他

の
状
態
が
同

一
な
ら
ば
第

一
は
種

々
な

る
財
産

、
牧

入
の
大
き

さ
の
憺

税
力

は

其

大
さ
に
比
例
せ
ず
し

て
累
進
す

る
事

、
第

二
は
同
額

の
財
産

、
牧
入
も
其

一
部
分

の
憺

税
力

は
同

一
で
な
く
各

部

分

は
そ
れ
繊
逼
追

せ
ざ
る
慾
望

に
割
宛

て
ら

る

＼
程
捲
税
力
が
大
で
あ

る
と

い
ふ
事

で
あ

る
。

即
ち

此
黙

に
於

て
累

進

課
税

の
要

求
が
生
ず

る

の
で
あ

る
。

次

に
租
税
能
力

の
尺
度
は

一
つ
で
あ

る
か
或
は
他

の
尺
度
が
存
在
す

る
か
と

い
ふ
問
題
が
あ

る
。

已
に
租
税

に
關

し
そ

れ
が
犠

牲
或

は
共

同
利
用

の
原

則
か
ら
導

か

れ
る
献

上
金
で
な
く
し
て
、
確
得

せ
ら
れ
π
る
利
盆

に
從

つ
て
測

定

せ
ら
れ
カ

る
償

格
で
あ

る
と

の
説

が
あ

う
、
叉

現

に
利
釜
に
慮
ず
る
公
課
が
あ
り
叉
か

＼
る
租
税

制
度

の
上

に
打

立

て
ら
れ
π
共
同
禮

も

存
在
す

る
。
之

は
濁

乙
に
於

て
租
税
測
定

の
二
元
説

.δ
舞
一韓
♂
9
Φ
↓
冨
。
『一。
α
韓

ω
8
二
①
7

げ
Φヨ
・ω・・窪
σq
.、
即
ち
利
益
と
給
付
能
力

に

よ

つ

て
租
税

を
測
定
す

る

訓

エ
フ
レ
ー
に
ポ

つ
て
代
表

せ
ら
る
説

を
生
ぜ

し

め
た
の
で
あ

る
が
、
之
に
よ
れ
ば
共
同
膿

の
完
備

、
給
付

へ
の
墾
加

の
尺
度

は
共
同
禮

の
内

に
存
置
す

る
財
産

の

債

値
或
は
牧
盆
で
あ
る
か
ら
課
税

は
比
例
的

に
測
定

せ
ら

れ
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
と

い
ふ

の
で
あ

る
。

給
付
及

び
反
封
給
付

に
よ
る
課
税
は
國
民
経
濟

の
初
期
及

び
其

目
的
及

び
給
付

に
於

て
、
懐
だ
磯

達

の
薄
弱

の
共

同
経
濟
組

織
を
有
す

る
國
家

に
宛
嵌

る
べ
き
も

の
走

い
ぶ
ワ
グ
ナ

ー
の
説

は
正
當
で
あ

る
。
然

し
歴
史
的

に
見

る
時

は
澹

税
力

に
よ
る
課
税
が
漸
次
に
普
及

し
、
歴
吏
的
登
達
に

つ
れ
關
係

が
籏
張

せ
ら
れ
る

に
從

つ
て
叉

ソ
グ

ー
ナ

ー

グ

ル

ロ
フ
の
租
税
論

.

四
山
ハ
五
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ノ
イ

マ
ン
、

ロ
ウ
シ
ァ
ー
等

の
代
表
す
る
課
税
制
度
の
二
面
的
理
論

の
普
及
せ
ら
る

、
に
從
ひ
、
プ

ロ
イ
セ
ン
、
其

他
の
濁
逸
諸
國
に
於
て
利
盆
と
租
税
能
力
に
よ
る
課
税
が
行
は
る

＼
に
至

つ
尤
事
は
明
か
で
あ
る
。

共
同
團
禮
及
び
自
治
團
膿
が
受
盆
或
は
報
酬
主
義

に
よ
つ
て
課
税
す
る
の
は
、
交
換
的
理
由
ば
か
う
で
な
く
主
と

し
て
財
政
的
動
機
に
よ
る
。
往
時
は
共
同
膿
は
國
家
と
し
て
叉
経
濟
的
組
織
と
し
て
主
に
縄
濟
的

の
任
務
を
完
ふ
し

な
か
つ
π
が
、
今
日
に
於
て
は
縄
濟
的
任
務
が
主
で
あ
る
、
と

い
ふ
事
は
い
ひ
得
な

い
。
從

つ
て
利
盆
及
び
租
税
能

力
に
從

ふ
租
税
に
ょ
つ
て
そ
れ
に
關
連
す

る
慾
望
を
充
足
す
る
と

い
ふ
様
な
、
共
同
慾
望

の
分
割
は
事
實
不
可
能
に

属
し
、
寧
ろ
歴
史
的
に
は
総

て
の
大
共
同
膿
に
於
て
は
其
慾
望
充
足
の
結
果
受
く
る
利
盆
に
封
す
る
負
憺

は
、
租
税

能
力
に
從

ふ
租
税

に
比
較

し
て
盆

々
其
意
義
を
減
じ
て
居
る
。
と

い
ふ
の
は
人
々
が
利
盆
に
よ
る
租
税
と
稽
す
る
所

の
も

の
は
今

日
の
考

へ
に
よ
れ
ば
租
税
で
は
な

い
か
ら
で
あ

る
。
巳
述

の
如
く
租
税
は
國
家
及
び
経
濟

の
婁
達
と
共

に
其
本
質
其
機
能
を
攣
化
す
る
歴
史
的
の
現
象
で
あ
る
が
、
今
日
の
公
共
財
政
経
濟

に
於

て
は
か
＼
る
牧
入
は
類
似

の
私
経
濟
よ
り
牧
納
す
る
も

の
と
は
嚴
格

に
匠
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
租
税
は
犠
牲
と
叫
び
得

る
1

之
は
誤
b
で

寧

ろ
避
く

べ
き

て
あ
る
が

と

は

い
へ
決

し
て
債

格
で

は
な

い
。

二
面

的
理
論
は
種

々
な
租
税

な
ら
ざ
る
牧
入
を

租
税
と
混
合

せ
し
め
て
て
居

る
。



+

一

累

進

課

税

憺

税
力
に
よ

る
課
税

の
要
求
は
累
進

課
税

の
根
嫉

の
認
識
を
導
く

、
租
税
累
進
と

は

一
般
に
或

課
税
原
則

に
關

連

す

る
標
準

に
從

つ
て
租
税
額

に
階
段
を
付
す

る
事

を
意
昧
す

る
。
之

に
反
し

て
比
例
課
税

は
課
税
目
的

の
大
き
さ
を

或
は
他

の
状
態

を
顧

み
ず

各
輩
位

に
同

一
の
租
税
率

を
課
す

る
揚
合
を

い
ふ

の
で
あ
る
。

租
税
額

の
段
階

は
牧

入
、

財
産

、
支

出
等
経
濟

的
關
係

に
從

ふ
事

も
叉

所
有
期
間

罵
。・・一訂
α
雪
窪

(
塘

加
税

)
≦
-巽
言
5
く碧
}】・。簿
2
。
噌
血
族
關
係

等

に
依
る
事

も
出
來

る
。

累
進

課
税
が
租
税
能
力

に
從

ふ
課
税

の
實

現
手
段

と
し
て
適
當

で
あ

る
事

に
付

て
は
今

日
に
於

て
は
殆

ん
ど
議

論

の
鯨
地
が
な

い
。
之

は
再

三
繰
返
し
力
租
税

の
機
能

の
漫
化

に
關
連
す
る
。
累
進

の
根
振

と
必
要

は
已
に
古
く
説

明

せ
ら

れ

フ

ロ
レ
ー

ニ
ス
の
租
税

理
論
家
更

に

モ
ン
テ

ス
キ

ユ
ー
、

ル
ー
ソ
ー
、

バ
ブ
テ
イ

ス
ト

・
セ
イ
及
び
多
く

の

官
房
學
者

に
よ

つ
て
研
究

せ
ら
れ
カ
が
當
時

の
朕
態

に
於

て
は
過
激
で
あ

6
異

常
な
場
合

に
の
み
認

め
ら
れ
尤
に
過

ぎ
な

い
。

租
税

は

一
般

に
十
九
世
に
至

つ
て

一
般
的

、
財
政
的

、
維
濟

的

の
慾
望
満
足

の
手
段

と
な
う
此
庭

に
始

め

て
累
進
が
課
税

の
本
質
を
な
す
様

に
な

つ
π

の
で
あ

る
が
、
比
例

か
累
進

か

の
論
箏
は
公
共

財
政
制
度

に
於

け
る
租

税

の
地
位

に
關
す

る
論
璽
で
あ

る
。
此
論
孚

が
如
何
に
解

決
せ
ら

る
＼
か
は
共
同
経
濟
的
登
展

の
問
題
で

あ

う
そ
れ

亀

ゲ
ル
ロ
フ
の
租
税
論

四
六
七
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は
叉
文
化
及
び
技
術
の
漫
化
、
進
歩
に
關
連
す
る
竜
の
で
あ
る
。
公
的
活
動
が
盆

々
大
と
な
う
或
利
盆
が
盆

々
公
的

の
も

の
で
あ
る
と
認
め
ら
る
＼
に
及
ん
で
公
共
の
財
政
組
織
に
於
け
る
租
税
の
地
位
は
盆

々
主
要
と
な
う
、
課
税
は

其
性
質
を
愛
化
す
る
に
至

つ
π
の
で
あ
る
、
即
ち
租
税
は
盆

々
租
税
能
力
に
從
ふ

一
般
的

の
強
制
的
徴
牧
と
な
う
累

進
課
税
と
な
つ
π
の
で
あ
る
。
然
し
十
九
世
紀
に
於
て
も
之
に
關
す
る
根
族

に
就
て
は
非
常
な
論
孚
が
あ

つ
π
、
即

ち

一
方

に
於
て
は
累
進
課
税
が
総
て
の
肚
會
悪

の
矯
正
策
で
あ
わ
資
本
主
義
的
世
界

の
根
抵
を
動
揺
せ
し
む
る
積

粁

で
あ

る
と
讃
美
し
、
他
に
於

て
は
、
之
を
以
て
追
剥

(
ゲ
ン
ツ
)
と
し
或
は
強
奪
で
あ
る
と
し
(
ア
イ
ぜ
ン

ハ
ル
ト
)

緩
和

の
掠
奪
の
形
式

(
ジ
ヨ
ン

・
メ
チ

ユ
ー
ア
ト
㌔

ミ
ル
)
と
し
自
殺
的
共
産
主
義

(
ウ
ム
フ
エ
ン
バ
ッ
ハ
)
と
し

叉
全
租
税
組
織

の
毒
殺
で
あ
る

(
グ
ナ
イ

ス
ト
)
と
論
ず
る
。

累
進
課
税
は
租
視
能
力
に
よ
る
課
税
の
方
法
で
あ
h
之
は
已
述

の
如
し
主
観
的
客
観
的
の
條
件
に
よ
つ
て
定

め
得

る
が
、
主
観
的
又
は
客
観
的
に
租
税
能
力
を
規
定
す
る
條
件
か
ら
は
直
接
に
累
進

の
稗
度
を
引
出
し
得
な

い
。
假
釦

に
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
爾
か

＼
る
累
進
率
が
他
の
租
税
原
則
に
反
せ
な

い
か
の
問
題
が
残

る
。
累
進
税
は
非
常

に

大
な
る
敗
入
財
産

の
場
合
に
於
て
は
非
常
な
租
税
額
を
徴
牧
す
る
事
と
な
る
が
か
く
て
は
綿
濟

の
生
産
力
を
脅
か
し

課
税

の
最
少
費
用

の
原
則
に
反
す
る
事
と
な
わ
、
又
私
有
財
産
及
び
勤
勉
の
保
護

の
上
に
立

つ
現
在
の
経
濟
組
織
に

反
す
る
。
之

ノ
イ

マ
ン
が
正
當
な
牧
入
を
保
護
し
正
當
な
戚
念
及
び
慾
望
に
そ
れ
を
慮
ぜ
し
む
る
標

に
調
和
す
る
駕



に
、
李
等
犠
牲

の
原
則
と
公
的
任

務
と

の
間
に
於

け
る
正
當

な
る
利
盆
制

の
公
経
濟
的

の
原
則
即
ち
李
等
犠
牲

制
限

の
原
則
を
立

て
カ
所

以
で
あ

る
。

課
税

制
限

の
原
則
と
最

少
費

用

の
原
則
も
又
累
進

課
税

に
或
限
界

を
付
す

る
。
累
進
率

の
客
観

的

に
正
當
な
形
式

は
存
在
し
な

い
。
そ
れ
は
公
共
経
濟

の
需
要

、
牧

入
、
財
産

の
分

配
、
個

々
の
階
級

に
許
さ
れ
尤
慾
望
満
足
の
程
度

に
關
す
る
戚
念

、
公
共
心

の
強
度

、
肚
會

の
資
本
需
要

、
國
内
産
業

の
外
國
と

の
競
箏
力

、
に
よ

つ
て
協

定

せ
ら
れ

る
。今

日
に
於

て
こ
そ
累
進
率

は
相
當

高

い
の
で
あ

る
が
前
世
紀

の
終
り
頃

に
於

て
は
未
だ
牧

入
の
四
%
位
迄

の
累
進

竜
不
適
當
と
せ
ら
れ
た
。

シ

エ
フ
γ
イ

は

一
入
九
九
年

に
於
け

る
租
税
論

に
於

て
非
常

の
際

に
於

て
も

㌦
1

臓
を
干

時

に
於

て
は

砺
-

動
を
超
過
す
べ
き
で
な

い
と

い
ひ

フ
オ
ッ

ゲ
も
又
高

々

職
を
適
當
と
し
π
。
更

に
當

時

の
見
解

に

就

て
は

ル

ロ
ァ

・
ボ
ウ
リ
ウ
、

ワ
グ
ナ

ー
等

を
畢
げ

る
事

が
出
來

る
。

然
し
最
近
に
至
う
大
職

の
財
政
需
要
は
或
租
税
(
殊
に
職
時
所
得
税
)
に
關
し
て
載

-

吻
の
累
進
を
適
用
し
π
。

　

然
し
そ
は
實
行
は
出
來
な
か
つ
尤
。
理
論
に
於

て
竜
實
際
に
於
て
も
永
績
的
に
梅
以
上
の
累
進
は
結
局
牧
入
を
増
加

せ
ず
し
て
減
少
せ
し
む
る
と

い
は
れ
て
居
る
。

累
進

に
は
其
方
法
、
強
さ
、
目
的
に
從

つ

て
種

々
の
種
類
が
あ
る
。
方
法
に
は
直
接
或

は

わ

か

う

易

い
累
進

ゲ

〃

ロ
フ
の
租
税
論

・

四
六
九
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隻
溝
6
9

0
紆

;

漆

器

甲

o
αq
「。
ω
ω
凶o
β
と

呼

ば

れ

る

租

税

率

の
憂

化

に

依

る

も

の
と

間

接

或

は

蔭

れ

π

る
累

進

ぎ
象
8
掃

。
号

;

9
ω
9
。
犀
・
宰

。
σq
「
。
ω。・
一3

と

い
は

れ

る
租

税

標

準

の
攣

化

に

よ

る

も

の
と

が

あ

る

、
累

進

の

強

度

に
關

し

て

は

制

限

的

累

進

或

は

累

退

税

σ
Φ
σq
コ
2

N
8

中

o
σq
9

・。
・。
δ
一巳
。
血
窪

U
。
σq
『6
。・ω
δ
コ

と

い
は

る

＼

一
定

率

以

上

は

累

進

し

な

い

も

の

と

稀

に
絶

甥

的

或

は

無

限

累

進

(○
げ
。。
。
一葺
o
。
α
o
;

ロ
冨

σq
「o
'韓

o
中

o
αQ
『¢
ω。。
一8

)
之

に

封

立

し

て
累

減

或

は

逆

進

的

(一,①
聖

。
匂・
。。
δ
昌
。
飢
。
「
巷

σq
爵

。
げ
膏

Q。
け。
⊆
費
冥
。
σq
「。
。・
ω
凶・
一目)
と

い
は

る

＼
、

牧

入

或

は

財

産

が

塘

加

す

る

に

從

つ

て
負

憺

が

輕

減

さ

れ

る

も

の

が

あ

る

。

そ

し

て

制

限

的

累

進

に

於

て

も

無

制

限

的

累

進

に

於

て

も

累

進

度

の
灘
花

し

な

い

も

の

も

階

段

あ

る

も

の

も

あ

る
。

更

に

課
税

目

的

に
よ

う

累

進

を

個

々

の

租

税

に
係

ら

し

む

る

か

綜

合

し

カ

る
負

憺

に
係

ら

し

む

る

か

に

よ

る

匠

別

が

あ

る
。

牧

盆

税

に
は

租

税

率

を

獲

化

せ

し

む

る
事

は

あ

ま

り

な

い
。

叉

階

級

税

及

び
類

似

の
人

的

租

税

に

も

一
般

的

に

は

非

常

に
限

ら

れ

て

居

る
。

然

し

所

得

税

に

は

累

進

税

が

負

債

其

他

個

人

的

の
關

係

を

考

慮

し

て

賦

課

せ

ら

れ

更

に

財

産

税

、

相

績

税

、

或

種

の
交

通

税

及

び

僕

娩

、
畜

犬

、
自

動

車

等

も

其

籔

に

よ

り

更

に

葡

萄

酒

、

煙

草

等

竜

其

金

額

に

從

つ

て

累

進

税

が

課

せ

ら

れ

る

。

十
一
■

租
親
及
び
公
牧
入
の
分
類



分
類

は
科
學

的
認
識

の
手
段
で
あ

る
。
分
類
す

る
揚
合

に
は
劃
象

の
範
園

に
適
當

な
限
界
を
定

め
る
事

本
質
的

、

合
同
的

の
分
類

の
根
擦

の
選
定
が
必
要
Tで
あ

る
。
吾
人

の
研
究

に
於

て
は
あ
ら
ゆ

る
時
あ

ら
ゆ

る
文
化

の
國
家

牧
入

を
厩
別
せ
ん
と
す

る
の
で
な
く
し

て
現
在
の
公
牧
入
を
厩
別
せ
ん
と
す

る
竜

の
で
あ
る
。
叉
公
牧
入
の
調
達
は
共

同

團
禮

の
経
濟

の
任
務
で
あ

る
か
ら
其
牧

入
獲
取

の
根
本
を
な
す
経
濟
的
關
係

が
、
本
質
的
合

同
的

の
分
類
根
擦
と

な

る
の
で
あ

る
。

先
づ
往
時

の
分
類

に
關
し

て
は

ユ
ス
チ
が
後

に
影
響
を
及
ぼ

し

て
居

る
。
彼

は
特
椹
牧

入
の
範
園

に
限
界

を
與

へ

一
般

の
公
牧
入
を
官
業
牧

入
、
特
権
牧

入
、
寄
附

、
租
税
及

び
偶
然
的
収
入
か
ら
匠
別
し
手
藪
料
な

る
概

念
を
設

け

た
。

ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
は
官
有
財
産

の
牧

入
と
國
民

よ
り
徴
牧
す

る
も

の
と

に
分
ち

、
更

に
ゾ

ン
ネ

ニ
フ

エ
ル

ス
竜

國
有
或

は
公
権
的
所
有
か
ら
生
ず

る
も

の
と
國
民

保
護

の
程
度

に
從

つ
て
徴
牧
す

る
も

の
と
に
分

つ
て
居

る
。
後

シ

ユ
タ
イ

ン
、
ザ

ッ
ク

ス
、

セ
リ
グ

マ
ン
等
が
夫

々
此
黙

に
關
し

て
研
究
し

て
居
る
。

共
同
膿

の
牧

入
が
全
部
公
的
牧

入
で

は
な

い
。

公
的
牧

入
と

は

一
般
的
公
共

同
的

に
役
立

っ
様

に
定

め
ら
れ

て
居

る
牧
入
を
意
味
す
る
。

こ
れ
は
種

や
の
方
法

に
て
分

つ
事
が
出
來

る
が
臨

時
牧
入
と
経
常
牧

入
に
分
ち
、
臨
時

肢
入

も

二
三
の
種
類

に
分
ち
得

る
か
其
内
今

日
最

も
有
名
な
も

の
は
公
債
で
あ

る
、
從

つ
て
此
庭

に
於

て
も
経
常
牧

入
に

關

す
る
も

の

＼
み
を
説

く
。

ゲ

ル
ロ
フ
の
租
税
論

四
七

一
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四
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経
常

牧
入
は
経
濟
的
牧

入
と
非
経
濟

的
牧

入
に
分
ち
得

る
、
前
者

は
公
共
團
膿

の
財
政

の
結
果
生
ず

る
牧
入
で

あ

b
後
者

は
共

同
燈

の
慾
望

充
足
目
的
の
途
求
か
ら
で
な
く
他

の
動
機

に
よ

つ
て
生
ず

る
牧

人
を
意
味
す

る
も

の
で

あ

る
。
後
者
は
其
牧
入
獲
取

の
下
に
横

π
は

る
経
濟
的
關
係

に
從

つ
て
固
有
経
濟

的
、
自
由
交
換
経
濟
的

、
強
制
経
濟

的

に
分

つ
事
が
出
來
、
前

二
者

は
私
経
濟

的
方
法

を
意
味
し

、
最
後

の
も

の
は
固
有

の
公
経
濟

的
牧
入
で
あ
b
嚴

格

の
意

味
に
於

て
財
政
學
的
研
究

の
封
象

と
な
る
竜

の
で
あ

る
。
之

は
已
に
述

べ
カ
様

に
公
課
に
よ

る
牧

入
と
公

企
業

に
よ

る
牧
入
と
が
あ
わ
、
公
企
業

に
よ

る
牧
入
は
公
企
業
當

然

の
或
は
灌
力

的
特
権

に
基

礎
を
置
く
も

の
で
あ

る
が

之
は
其
牧
入

の
獲
取
方
法

に
於

て
私
経
濟
的

の
も

の
と

何
等
本
質

的
に
は
異
な

る
事

な
く
、
唯
此
場
合

に
は
其

目
的

が
常

に
公
の
目
的

の
逐
行

に
あ

う
、
経
濟
的
自

己
的
利

盆
は
此
範
園
内

に
於

て
行
は

る

㌧
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ

る
。

即
ち
財
政
濁
占

に
よ
る
牧
入
、
行
政
濁
占

に
よ
る
牧
入
は
其
著
し

い
も

の
で
あ

る
。
公
課
は
共
同
禮

の
財
政
需
要

に

慮
ず

る
爲

に
他

の
経
濟

か
ら
強
制
的

に
徴
牧
す

る
も

の
で
あ

る
が

、
之

に
は
報
償

の
あ
る
も

の
と
な

い
も

の
と
が
あ

る
。
前
者

は
負
憺

者

の
種
類

に
よ

つ
て
手
数

料
と
貢
納
金
と

に
分
ち
、
後
者

は
租
税
で
あ

る
。

租
税

の
分
類

と
し
て
最

も

一
般
的

の
も

の
は
直
接
税
と
間
接
税
で
あ

る
。
此
分
類

は
土
地
税

が
最

良

に
し
て
直
接

..ぎ

℃
2

=
三
碧
。
醇

島
「。
9
.、
な

る

も

の

と

主

張
し
軍
税
を
主

張
し
泥

ヒ
イ

ジ
オ
ク
ラ

ト
の
學
説

に
潮
る
事
が
出
來

る
、
之

に
關

し

て
は
財
政
學

上

二
つ
の
見
解

が
あ

る

一
は

ミ
ル
、

ロ
ウ
、

ル

ロ
ア

・
ボ
ウ
リ
ウ
等

の
主
張
す
る
負
憺



税

早
。
αq
。。け2
2

と
轄
嫁
税

く
。
『。・∩ぎ

ゅ
ω叶2
輿

の
匠
別
で
あ

る
。
之

に
よ
れ
ば
直
接
税

は
負
憺

す

べ
き
者
か
ら
直
接

に
徴
牧

せ
ら
る

、
も

の
て
あ
う
間
接
挽

(
轄
嫁

税
)
は
立
法
者
が

納
税
者

に
負
憺

せ
し

め
ず
し

て
憺
税
指
定
者

に
轄

嫁

せ
し

め
ん
と
す

る
竜

の
で
あ
る
。
即
ち
其
匠
別

の
要
黙

は
韓

嫁
で
あ
る
が
此
憾
別

は
轄
嫁

が
立
法
者

の
意

志
通

り

に
行
か
な

い
映
黙
が
あ

る
。
他

は
課
税

に
關
す

る
行
政
的
技
術
的
経
濟

に
よ
る
蕩
別
で
あ

つ
て
姦

帳
税

囚
巴
器
叶巽
ω
7

①
⊆
9

定
率
税

目
餌
『圃⑤
2
臼

が
之
で

あ
り
前
者
と
共

に
古
く

か
ら
主
張

せ
ら
れ

ノ
イ

マ
ン
、
最

近

ロ
ッ
ツ
に
よ

つ
て

主
張
研
究

せ
ら
れ
カ
も

の
で
あ

る
。
此
見
解

に
よ
れ
ば
直
接
と
は
確
定
的
な
或

は
大
謄
確
定
し
永
績
的

に
實

際
的

に

確
定
し

て
居

る
從

つ
て
前

以

つ
て
確

め
得

る
事
實
i

人

、
状
態

、
財
産

、
牧

入
、
所

有
-

即
ち

必
ず
し
竜
常

に

で

は
な

い
が
所
謂
藁
帳

に
從

つ
て
徴
牧
せ
ら

る
＼
竜

の
で
あ
う
、
間
接
税
と
は

一
時
的
偶
然
的

の
從

つ
て
前

以

つ
て

確

め
得

な

い
事
實

例

へ
ば

、
事
件
出
來
事

、
取

引

の
あ

つ
π
揚
合
に
税
率

に
從

つ
て
徴
牧
せ
ら

る

＼
竜

の
で
あ

る
。

之
は
文
字

の
用
法
及

び
租
税
轄
嫁

を
無

視
す

る
も

の
で
あ
う

、
近
さ
に
於

け
る
租
税

徴
牧
形
式

の
登
展

の
結
果
殊

に

消
費
税

に
於

て
定
率
税

に
も
帳
簿
組
織

が
用

ひ
ら

る

＼
に
至

つ
π
と

い
ふ
事
實
と
矛

盾
す

る
映
黙
が
あ
る
。

更

に
以
上

の
外
直
接

税
は
個
人

の
租
税
能
力

の
標
準
と

し
て
租
税

の
源
泉
直
接
牧

入
、
財
産

に
求

む
る
竜

の
で
あ

う
、
間
接
税

は
支
出

、
牧

入
、
財
産

の
壇
加

の
際

に
其
源
泉

を
間
接

に
求

む
る
も

の
と

い
ふ
シ

エ
フ

レ
イ
の
囁
別
が

あ

る
。
以
上
に
封

し
て
は

シ

ユ
タ
イ

ン
、
ワ
グ
ナ

ー
は
そ
れ
は
不

必
要
で
あ
う
誤

う
易

い
竜

の
と
主
張

し
て
居

る
。

ゲ
ル
ロ
フ
の
租
税
論

'

四
七
三
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要

す
る
に
か

＼
る
匠
別
に
は
人
生

の
諸
種
相

に
鑑
み

て
疑
問

が

あ

り

困
難
が
生
ず

る
。
若
し
も
か

＼
る
匿
分
が

「
事

物

の
自

然
的
類

似
を
言

ひ
表

は
し
各

々
を
容
易

に
確
實

に
捕

へ
し

め

な

け

れ
ば
な
ら
ず

寅
9
8

∈
乙

。・…魯
臼
。

ω
号
。。'5
邑
。
コ
α
。
ω
固
⊆
N色
昌
①
R馬
、
或
は
眞

の
分
類

の
根
擦
が
認
識
と
説
明
で
あ
う

、
然

し
同
時

に
分
類

は
用
語
と
實
際

に
出
來

る
だ

け

一
致

せ
し

む
る
事
が

必
要

で
あ

る
と

せ
ば

ノ
イ

マ
ン
に
よ

つ
て
研
究
せ
ら
れ

ロ
ッ
ク
に
よ

つ
て
賛
成

せ
ら
れ

尤
分
類

は
優

つ
て
居

る
と

い
ひ
得

や
5
。
然
し
皇

帳
徴
牧
と
定
率

徴
牧
と

を
特

に
匪
別
せ
ず
し

て
経
濟

的

の

事
實
に
基
礎

を
置
く
事
も

必
要

で
あ

る
。

租
税
分

配

の
基
礎
と
な

る
事
實

は
伊
太
利
並
財
政
學

の
な
し
π
様

に
客
観

的

或
は
主
槻
的
租
税
能
力

の
表

現
と

し
て
見

る
事
が
出
來

る
。
之

に
よ
れ
ば
實
際

に

一
致
し
憺

税
力

の
客
観
的
或

は

永
績
的

の
表
現
と
し
て
見
ゆ

る
事
實

に
關

連
す

る
も

の
は
、
直
接
税
で
あ

6
憺

税
力

の

一
時
的
表
現
に
關
連
す

る
も

の
は
間
接
税
と
な
る
。

直
接

税
間
接
税

の
最
善

の
概

念
決
定

に
關
す

る
論
箏
・は
完
全
な
匠
別

は

一
見

シ
ヤ
ン
ツ
、
セ
リ
グ

マ
ン
、
シ
ジ
ヴ
ィ

ヅ
ク
等

の

い
ふ
如
く
あ
ま
う

必
要
で

は
な
く
科
學

的
で
な

い
と

い
ふ
論
を
導
く
。
然

し
之
は
科
學

の
生
命
・と
任
務
に

劉
す

る
要
求
を
無
親
す

る
も

の
で
あ

る
。

何
と
な
れ
ば
實
際
が
か

＼
る
匠
別
を
採
用

し
歴
史
的

の
租
税
組
織
が
此
上

に
基
礎

を
置
く
限

り
内
的

の
根
撮

は
常

に
槍

討
せ
ら

る
べ
き
だ
か
ら
で

あ
る
。

直
接
税

は
主
膿
税
と
客
膿

税
に
分

れ
る
前
者

は

q∩
ζ
9
。。
。
紆
「
団
曾
ω9
乾

。・器
器
「一・
は
何
等
貨
幣
経
濟
的

の
特

徴
を



4

9

考
慮
せ
ず
し
て
或
は
貨
幣
標
準

に
よ
つ
て
徴
牧
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
う
後
者

0
9
9
算
2
9
旨

は

一
財
産
客
膿
或
は

(

其
牧
盆
に
課
す
る
土
地
税
、
建
物
税
、
螢
業
、
資
本
牧
盆
税
賃
銀
税
で
あ
う
頃
=

定
物
の
清
費
及
び
支
出
に
關
す

る

も
の
、
直
税
支
出
税
殊
に
佳
居
支
出
、
畜
犬
、
自
動
車
、
僕
娩
、
樂
器
税
を
意
味
す
る
。
間
接
税
は

一
間
接
所
得
税

交
通
税
即
ち
財
取
得
、
財
移
轄

の
個

々
の
行
動
か
ら
徴
牧
す
る
も
の
と
二
間
接
清
費
或
は
支
出
税
と
に
分
れ
る
、
前

者
に
は
相
績
賂
與
の
如
く

一
方
的
の
竜

の
と
責
買
、
交
換
の
様
な
報
償
的
の
も
の
が
あ
う
後
者
は
客
膿

(
飲
料
生
活

品
)
に
よ
つ
て
分
類
す
る
事
が
出
來

る
。

更
に

一
般
税
部
分
税
の
匿
別
も
あ
る
。
前
者
は
租
税
義
務
が
経
濟
的
に
關
聯
せ
ら
る
＼
総
て
の
容
膿

(
牧
入
、
所

得
、
螢
業
)
を
包
含
し

一
般
的
牧
入
、
所
得
税
を
主
味
し
後
者
は
之
等
客
禮

の
或
限
ら
れ
π
部
分
に
關
す
る
竜
の
で

あ
う

一
般
税
と
共
に
附
加
し
て
賦
課
せ
ら

る

＼

も

の
で
あ
る
。
前
者
を
補
償
税

国
誘
。
℃
。。8
器
讐

後
者
を
附
加
税

N
霧
。甥
8
琴
葦

と

い
ふ
。
然
し
多
く

の
部
分
税
は
補
償
税
で
あ
う
又
追
加
税
で
あ
り
得

る
。
鐵
道
、
鑛
山
、
商
店
税

は
之
等

の
事
業
が

一
般
螢
業
税
を
負
憺
し
て
居
る
な
け
れ
ば
補
償
税
で
あ
O
、

一
般
的
管
業
税
と
共
に
部
分
税
を
以

つ
て
附
加
せ
ら
れ
て
居
る
な
ら
ば
附
加
粉
で
あ
る
。

十
≡

租

税

経

濟

ゲ

ル

ロ
フ
の
租
税

論

四
七
五
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需
要
組
織

冨
。
紆
「静
鴇
冨
ヨ

は
國
民
経
濟
を
構
成

す

る
公
私
経
濟
の
肚
會
生
産
物
に
劃
す
る
相
封
的
要
求
の
表
現

で
あ
る
が
調
達
組
織

罷
。
8
冨
撃

3
ゆ
甑
冥
。
ヨ

は
需
要
組
織
に
役
立

つ
設
備
に
属
す
る
。
然
し
て
調
達
組
織
が
公
の
需

要

の
充
品
に
役
立

つ
揚
合
に
財
政
組
織
が
生
ず
る
。
財
政
組
織
は
種

々
の
方
法
に
よ
つ
て
手
段
を
調
達
し
、
往
時
に

於
て
は
固
有
縄
濟
的
、
自
由
交
換
経
濟
的
、
強
制
経
濟
的
需
要
満
足
が
互
ひ
に
同
じ
程
度
に
存
在
し
て
居
た
が
漸
次

租
税
に
よ
る
需
要
満
足
が
主
要
に
な
つ
て
來
尤
。
即
ち
公
共
團
膿
の
獲
取
経
濟
は
租
税
経
濟

に
な

つ
π
の
で
あ
る
。

租
税
経
濟
と
は

・

」
,

経
濟
の
維
常
牧
入
の
大
部
分
を

一
方
的
な
そ
し
て
強
制
的
な
關
係
に
よ
つ
て
他
の
経
濟

か
ら
貨
幣
、
財
、
稀

に
動
勢
を
牧
納
す
る
経
濟
で
あ
・9
。

ゴ

租
税
的
需
要
充
足

の
爲

の
計
基
、
行
動
設
備
即
ち
租
税
に
よ
る
需
要
充
足
の
駕

の
共
同
膿
の
経
濟
的
用
意
の

(

合
燈
を
意
味
し
。

ヨ

公
の
慾
望
満
足
の
磯
展
上
其
満
足
を
租
税
に
よ
つ
て
逐
行
す
る
縄
濟
段
階
で
あ
る
。

租
税
経
濟
は
國
民
縄
濟
と
共
に
古

い
が
近
世
の
國
家
よ
う
古
く
は
な

い
。
租
税
は
租
税
経
濟
よ
う
古

い
事
は
勿
論

で
あ
る
。
公
権
が
形
成
せ

ら

れ

た

所

に
は
租
税
が
臨
時
牧
入
と
し
て
登
生
す
る
。
此
螢
展
の
典
型
的
経
過
は
財
政

學

的
に
見
て
到
る
所
に
於

て
同

一
で
あ
る
。
即
ち

』

脅



O

ω

自
由
な
貢
納
金
か
ら
義
務
的
張
制
的
な
給
付
に
、

㈲

私

の
或
は
牢
私
の
牢
公
課
的
負
憺
か
ら
命
命
に
よ
る
嚴
格
な
公
権
的
給
付
に
、

ω

一
時
的
或
は
臨
時
的
給
付
か
ら
経
常
的
財
政
税
源
に
、

㈹

從

つ
て
目
的
税
か
ら

一
般
的
慾
望
充
足
手
段
に
、

.

◎

一
定
の
人
が
負
澹

し
π
る
租
税
か
ら

一
般
的
の
租
税
義
務
に
、

①

自
然
物
或
は
動
勢
給
付
か
ら
貨
幣
給
付
に
、

㈹

慾
望
補
充
か
ら
主
要
な
慾
望
充
足
手
段
に
、

攣
化
し
控
の
で
あ
る
。
之
等
の
登
展
は
國
家

の
活
動
の
擾
張
及
び
國
民
維
濟

の
完
成
に
件

つ
て
起

つ
た
が
其
始
め
に

於

て
は
、
公
経
濟
は
下
燈
に
於

て
私
縄
濟
的
な
固
有
及
び
交
換
経
濟
よ
り
最
後
に

一
定

の
強
制
關
係

の
縄
濟
が
起

つ

泥
の
で
あ
る
。
之
が
即
ち
租
税
縄
濟
で
あ
る
。

ブ

ユ
ウ
ヒ
ャ
ー
は
家
内
経
濟
は
交
換
に
よ
つ
て
他
の
経
濟
と
の
關
係
に
入
つ
た
の
で
な
く
し
て
、
財
の
移
韓
贈
與

の
方
法
に
て
起

つ
控
と

い
ふ
が
此
黙
は
租
税
に
於

て
も
同
標
で
あ

る
。
租
税
は
家
内
経
濟
を
盆
々
交
換
に
關
係
せ
し

め
交
換
維
濟
㌍
導
き
、
自
然
経
濟
を
貨
幣
経
濟
に
愛
化
せ
し
む
ゐ
手
段

の

一
つ
と
な

つ
π
。
租
税
経
濟
的
慾
望
充
足

は
漸
次
に
表
は
れ
先
づ
過
渡
的
に
次
に
永
績
的
に
な

つ
た
。
之
が
十
九
世
紀

に
於
け
る
資
本
主
義
的
経
濟
螢
展

の
諸

ゲ
〃
ロ
フ
の
租
税
論

四
七
七
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國
に
於
け
る
状
態
で
あ
る
。
か

＼
る
磯
展
は
國
有
財
産

の
減
少
、
貨
幣
繹
濟

の
完
成
殊
に

一
般
的
文
化
登
展
に
伜
ふ

公
共
團
の
任
務

の
損
大
、
任
務
の
膨
張
に
よ
る
竜
の
で
あ
る
が
、
之
は
欧
洲
米
國
濠
洲
に
於
て
総

て
見
ら
れ
る
現
象

で
あ
う
か
く
し
て
租
税
は
盆

々
重
要
な
竜
の
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
更

に
文
化
的
権
力
的
政
策
は
到
る
所
に
於

て
類

似

の
要
求
を
起
き
し
め
、
又
経
濟
的
肚
會
的
登
展
は
大
規
模
に
農
業
経
濟

を
産
業
的
資
本
的
経
濟
組
織
に
憂
化
せ
し

め
だ
爲
に
盆

々
慾
望
の
壇
大
と
な
り
此
庭
に
或
租
税
組
織
が
螢
生
し
た
の
で
あ
る
。

租
税
縄
濟

の
経
濟
目
的
は
公
経
濟

の
末
充
足
慾
望
の
大
き
き
に
よ

つ
て
定
ま
る
が
、
経
濟
目
的
の
達
成

の
爲

の
方

法
は
租
税
経
濟

の
客
腱
で
あ
る
経
濟

の
性
質
に
よ

つ
て
理
由
せ
ら
れ
る
。
從

つ
て
租
税
経
濟

は
常
に
二
方
面
の
影
響

を
受
け
新
し

い
任
務
を
遽
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
即
ち
爾
者
共
常
に
獲
化
し
て
居
る
か
ら
之
に
慮
じ
て
財
政
改

革
の
要
求
が
律
ず
る
。
財
政
改
革

の
大
部
は
租
税

の
改
革
、
即
ち
ょ
b
多
く

の
租
税
及
び
課
税
方
法
を
経
濟
關
係

の

愛
化
に
適
慮
せ
し
む
る
事
で
あ
る
。
課
税
は
私
の
牧
入
経
濟
と
支
出
経
濟
に
關
す
る
が
其
経
濟
を
無
親
し
て
軍
に
人

及
び
財
産

の
み
を
考
慮
す
る
事
が
出
來
る
。
然
し
か
＼
る
租
税
に
は
限

り
が
あ
る
偶

に
租
税
需
要

の
壇
加
に
俘

つ
て

租
税
力
が
考
慮
せ
ら
れ
、
即
ち
財
産
に
關
し
て
は
其
形
式
牧
盆
、
人
に
關
し
て
は
其
家
族
、
状
態
牧
入
が
考
慮
せ
ら

れ
る
。
然
し
之
は
多
く
失
敗
に
來
し
た
、
結
果
可
見

の
然
し
て
容
易
に
確
定
し
得
る
経
濟
的
結
果
を
有
す
る
濁
立
の

経
濟

を
目
的
と
す
る
方
法
と
支
出
経
濟
に
課
税
せ
ん
と
す
る
技
術
的
に
容
易
で
あ
る
が
、
維
濟
的
に
は
粗
雑
な
方
法



が
用
ひ
ら
れ
る
。
然
し
之
は
個

々
の
経
濟
が
其
経
濟
的
力

に
慮
じ
て
Ψ
な
く
技
術
的
便
宜
に
よ
つ
て
課
税
せ
ら
る
と

い
ふ
誤

つ
た
結
果
に
陥
る
。
從

つ
て
支
出
経
濟

に
於

て
は
獲
取
経
濟
に
於

け

る

如

く
租
税
負
憺
者
を
特
に
考
慮
す

る
事
な
く
、
大
な
る
財
政
的
牧
入
を
得

る
見
地
の
み
か
ら
課
税
せ
ら
れ
π
竜

の
で
あ
る
が
、
漸
次
他

の
租
税
原
則
に

關
す
る
問
題
が
生
ず
る
に
到
b
若
干
支
出
経
濟

の
課
税
が
好
意
的
に
批
判
せ
ら
る

＼
に
到
ム
、
又
螢
利
経
濟

に
關
七

て
も
此
影
響
が
及
ぼ
さ
る
＼
に
至
つ
π
。

先
づ
螢
利
経
濟

に
關
す
る
課
税
は
學
問
上
に
も
實
際
に
も
研
究
せ
ら
れ
π
が

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ツ
ト
か
ら
ア
ダ
ム
・

ス
、、、
ス
及
び
其
追
随
者

に
至
る
縄
濟
學
が
國
民
の
富
及
び
其
源
泉
を
研
究
す
る
に
至
う
、
租
税
論
に
於

て
も
公
経
濟

の
源
泉
を
求
む
る
事
が
研
究
せ
ら
れ
た
。
生
産
力
を
土
地
の
み
に
限

つ
た

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ツ
ト
の
誤
謬
は
土
地
税
即

ち
農
業
経
濟
的
牧
盆
、
慣
格
経
濟

の
課
税
を
起
き
し
め
た
が
こ
れ
と
共

に
商
業
的
慣
格
経
濟

へ
の
課
税

の
問
題
が
起

つ
だ
。
即
ち
全
く
異
な

つ
た
條
件
の
下
に
不
動
の
牧
盆
を
得
る
経
濟
に
如
何
に
し
て
課
税
す
る
か
と

い
ふ
事
は
、
十

九
世
紀
の
租
税
理
論
租
税
政
策
の
問
題
と
な
つ
π
の
で
あ
る
。

然
し
地
代
経
濟

へ
の
課
税
は
之
と
異
な
う
、
伽
難
は
か

㌧
乃
経
濟

一
般
を
如
何
に
し
て
捕

へ
る
か
と

い
ふ
事
で
あ

つ
π
。
そ
れ
は
地
代
と
固
有
の
資
本
利
子
の
課
税
を
取
扱

つ
尤
も
の
で
あ
る
が
、
前
者

に
關
し
て
は
土
地
の
経
螢
者

に
關
連
す
る
。
即
ち
土
地
股
盆

の

一
部
と
な
ら
土
地
股
盆
維
濟

へ
の
課
税
と
な
る
か
又
は
土
地
の
所
有
者
に
課
税
せ

ゲ
ル
ロ
フ
の
租
税
論

四
七
九
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ら
る
、
か
で
あ
る
。
地
代
経
濟

へ
の
課
税
は
資
本
、
地
代
の
あ
る
所
に
課
税
す
る
事
に
な
う
租
祝
を
非
常
に
複
雄
な

ら
し
め
π
。
之
と
共
に
十
九
世
紀
に
は
課
税
目
的
と
し
て
賃
銀
が
機
生
し
尤
爲
、
之
等
の
諸
経
濟
を
そ
れ
に
鷹

じ
て

課
税
せ
ん
と
す
る
結
果
は
租
税
を
廣
く
分
類
し
租
税
網
を
振
張
す
る
事

に
な

つ
π
、
と
共
に
新
し

い
困
難
、
紛
擾
、

燧
迫
が
生
じ
租
税
組
織
の
軍
純
化
に
劃
す
る
要
求
を
盆

々
盛
ん
な
ら
し
む
る
に
至
つ
た
。
混
齪
せ
る
課
税
を
統

一
し

秩
序
だ
だ
し
む
る
事
は
塘
加
す
る
財
政
需
要
を
満
足
せ
し
む
る
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
が
、
之
は
近
世
的

の
敗
入
、
財

産
課
税
に
よ

つ
て
達
成
せ
し
む
る
事
が
出
來
や
う
。
然
し
慣
格
、
地
代
、
賃
銀
経
濟

に
關
す
る
租
税
経
濟
的
任
務
は

他

の
方
面
即
ち
課
税
の
原
則
、
租
税
経
濟

の
怯
則
、
課
税
の
作
用

の
研
究
に
待
π
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

十
四

租

税

組

織

租
税
組
織
と
は
公
共
團
膿
或
は
類
似
或
は
上
級

の
團
禮

に
特
有
な
租
税
的
財
政
需
要
充
足
の
方
法
及
び
形
式
で
あ

り
、
そ
れ
は
又
歴
史
的
租
税
組
織
で
あ
り
國
家
及
び
縄
濟
観
念

の

一
定
の
登
展
期
、
然
し
叉

一
定
の
國
民
性
及
び
祉

會
的
條
件
に
關
連
す
る
租
税
組
織
を
表
象
す
る
。
と
同
時
に
諜
税
が
政
策
が
或
は
科
學
的
研
究

の
封
象
で
あ
る
か
に

よ

つ
て
政
策
的
及
び
科
學
的
租
税
組
織
が
意
味
を
有
す
る
に
至
る
。
政
策
的
租
税
は

一
定

の
政
策
に
從

つ
て
最
良
の

租
挽
形
態

を
完
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
わ
、
理
論
的
或
は
科
學
的
租
税
組
織
は
論
理
的
観
黙

に
從
ふ
分
類
及
び

一



毎

般

に
認
め
ら
れ
て
居
る
租
税
を
綜
合
的
に
説
明
す
る
事
で
あ
る
。

各

々
の
歴
史
的
租
税
組
織
に
は
其
襲
生
、
根
接
、
合
同
性
及
び
豊
富
性
に
よ

つ
て
種

々
の
租
税
が
共
有
す

る
。
從

つ
て
課
税

の
根
本
は
最
少
費
用
の
原
則
に
も
質
的
租
税
制
限
に
も

一
致
し
な

い
。
租
税
組
織
の
統

一
、
徴
牧
費

の
節

約
、
負
憺

の
減
少
及
び
其
よ
う
よ
き
分
配
は
財
政
政
策
的
要
求
で
あ
b
此
結
果
新
し

い
租
税
組
織
が
起
る
。
之
に
關

連
し
て
畢
税
組
織

国
一房
冨
器
諺
遂
8
日

が
あ
リ

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ツ
ト
は
土
地
税
を
以

て
唯

一
の
租
税
と
な
さ
ん
と
主

張

し
尤
の
で
あ
る
が
、
更

に
牧
入
軍
税
論

一
般
消
費
税
に
關
す
る
輩
税
の
提
案
も
あ

る
。
然
し
肚
會
的
、
経
濟
的
、

關
係
は
非
常
に
複
難
し
て
居
る
か
ら
軍

一
は
租
税
を
以
て
租
税
能
力

を
準
均
に
捕

へ
る
事
は
到
底
不
可
能
で
あ
わ
、

又
現
今

の
公
経
濟

の
租
挽
需
要
は
非
常
に
大
で
あ
る
か
ら
、
輩
挽

の
結
果
税
率
は
非
常
に
大
と
な
り
負
捲
が
非
常

に

重
く
戚
ぜ
ら
れ
、
從

つ
て
輩
税
は
最
少
費
用

の
原
則
、
租
税
負
憺

の
絶
封
的
、
相
封
的
分
配
の
原
則
に
反
す
る
。

殊
に
困
難
な
問
題
は
種

々
並
存
す
る
租
税
團
膿
の
間
に
如
何
に
租
税
組
織
を
形
作
る
か
と

い
ふ
事
で
あ
る
。
租
税

徴
牧
権
を
有
す
る
各
團
禮
の
課
税
目
的
は
結
局
同

一
な
肚
會
生
産
物
に
存
す
る
駕
に
、
夫
々
の
要
求
を
調
和
せ
し
む

る
榛
に
租
税
組
織
を
組
立
つ
る
必
要
が
あ

る
。
之
に
就
て
は
三

つ
の
方
注
が
あ
る
。

第

一
は
租
税
源
泉
を
夫
々
の
租
税
徴
牧
團
燈

に
分
配
し

諺
島
亀
毒
αq
牙
「
G∩
滞
ま
渥
二
。
=
2

他

の
團
燈

の
徴
牧
す
る

租
税
と
主
復
し
な

い
或
歎

の
租
税
を
賦
課
し
得
る
標
に
す
る
方
法
で
あ
る
。
然
し
か

＼
る
純
粋
な
匿
別
は
慣
例
的
に

ゲ

ル

ロ
フ
の
租
視
論

四
入

一
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稀
で
あ
る
ば
か
b
で
な
く
、
公
経
濟

の
夫

々
に
適
當
な
租
税
範
園
を
與

へ
る
に
+
分
な
伸
縮
的
な
豊
富
な
租
税
が
な

い
爲
に
實
行
が
困
難
で
あ
る
。
第
二
の
方
法
は
附
加
税

の
制
度

N
二
ω6
三
鋤
σq
・。岩
梓・
8

で
あ

つ
て
之
は
簡
軍
で
費
用
が

掛
ら
な

い
が
合
同
的
で
は
な

い
。
附
加
税

は
地
方
に
よ
う
團
禮

に
よ
り
異
る
が
之
は
負
憺

の
均
衡
的
な
分
配
及
び
憺

税
力

の
利
用
が
行
は
れ
な

い
。
第
三
は
配
分
怯

◎
⊆
。
一2
σ
簿
亀
お
毒
㈹

で
あ
う
多
く
は
上
級

の
團
禮
で
あ
る
が
此
團

膿
の
み
が
租
税
を
徴
肢
し
他
σ
團
禮
に

一
定

の
比
例
的
の
割
合
で
配
分
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
之
に
は
其
分
配
を
人

口
に
よ
る
か
、
租
税
牧
入
に
よ
る
か
需
要

に
よ
る
か
の
困
難
な
問
題
が
起

る
上
に
此
制
度
は
下
級
團
膿

の
租
税
源
泉

の
濁
乙
的
襲
展
と
展
開
を
否
定
す
る
事
に
な
う
租
税
需
要

の
伸
縮
性
即
ち
需
要
の
合
理
化
を
、
更
に
分
配
が
需
要

の

程
度
に
よ
つ
て
行
は
る
㌧
揚
合
は
、
財
政
統
制
を
否
定
す
る
事

に
な
る
。
更

に
非
濁
立
的
の
下
階
團
騰
が
其
需
要

の

程
度
に
或
は

一
定

の
指
定
任
務
の
逐
行
度

に
從

つ
て
其
費
用
を
支
給
す
る
補
助
金
主
義

ω
二
σ
く。
鼠

9
ω℃
}

N
一℃
が
あ

る

。租
税
需
要
が
僅
少
で
あ
る
限
う
以
上
の
三
っ
或
は
四
つ
の
方
注
殊
に

一
と
二
は
同
様
適
當
で
あ
る
が
、
需
要
が
大

で
あ
る
場
合
に
は
租
税
源
及
び
租
税
牧

入
に
劃
す
る
孚
奪
が
始
ま
る
。
從

つ
て
近
世

の
大
國
家
に
於
て
は
以
上
の
主

義
の
内

一
つ
に
よ
つ
て
租
税
分
配
を
行

つ
て
居
る
所

は
な

い
。
之
れ
は
丁
度
軍
税
論
と
同
標

に
其

一
つ
を
以

つ
て
す

る
事
は
不
可
能
で
は
な

い
と
す
る
も
合
目
的
で
な

い
か
ら
で
あ

る
。

9



5

十

五

租
税
抵
抗
或
は

障
害

聾
㊥
詣
霞
宅
崔
o
器
蘇
昌
9
0
.

公
的
財
政
経
濟
は
需
要
充
足
経
濟
で
あ
る
が
之
は
租
税
経
濟

に
竜
常
然
宛
嵌
ま

る
。
最
高
の
牧
盆
を
得
或

は
鯨
剰

を
運
用
す
る
の
が
其
目
的
で
は
な
い
。
此
黙
が
私
経
濟
と
は
異

つ
て
居
る
、
即
ち
需
要
充
足
の
程
度
に
於
て
前
者
は

制
限
が
存
す
る
に
後
者
は
個
人
主
義
的
経
濟
組
織
の
元
に
於

て
は
全
く
制
限
が
な
い
、
の
み
で
な
く
牧
入
獲
取
の
方

法
も
前
者
が
無
償
強
制
で
あ
る
の
に
後
者
は
報
償
的
交
換
で
あ
る
。
此
庭
に
於

て
私
有
財
産
に
基
く
、
螢
利
経
濟
的

特
殊
或
は
交
換
経
濟
の
上
に
立

つ
國
民
経
濟

に
於
け
る
公
的
需
要
充
足
の
租
税
組
織
の
根
振
、
或
は
生
産
、
勢
働
、

交
換
、
債
格
構
成

の
自
由
の
上
に
立

つ
経
濟
組
織
に
於
て
如
何
に
せ
ば
租
税
に
よ
つ
て
、
最
も
効
果
的
に
公
共
團
膿

の
需
要
充
足
を
可
能
な
ら
し
め
得

る
か
と

い
ふ
問
題
が
生
ず
る
。

租
税
経
濟
的
需
要
満
足
は
租
税
需
要
が
國
民
財
産
及
び
牧
入
に
比
し
て
比
較
的
少
な

い
揚
合
に
可
能
で
あ
る
。
租

税
の
負
憺
は
私
経
濟
を
脅
か
す

べ

き

で

な
く
、
又
諜
税
者
の
生
活
及
び
文
化
慾
望
を
著
し
く
害
す
べ
き
も
の
で
な

い
。
租
税
負
憺
以
上
に
國
民
財
産
が
塘
加
す
る
…榛
に
徴
牧
し
時

々
租
税
改
革
を
行
ふ
時
は
租
税
は
常
に
徴
磯
し
得
る

状
態
に
あ
る
と

い
ふ
事
が
出
來
る
。
更
に
牧
入
獲
取
及
び
所
得
分
配
及
び
慣
習
的
な
生
活
方
法
に
適
當
な
租
税
組
織

は
租
税

徴
牧
を
容
易
な
ら
し
む
る
。
欧
洲
、
米
國
、
其
他
の
諸
國
に
於
て
は
人

口
の
大
部
分
は
假
令
其
生
活
は
高
上

ゲ

ル

ロ
フ
の
租
税
論

四

八
三
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し
尤
と
は

い

へ
普
通

の
生
活
以
上

の
牧

入
を
得

て
居
ら
な

い
、
個

人
的
慾
望

以
上

の
牧
入
を
得

て
資

本
蓄
積

に
用

ひ

ら

る

＼
程

の
牧
入
を
得

て
居

る
人
は
比
較

的

少
な

い
。
然

し
て
消
費

、
所
得

、
資
本

、
蓄

積

は
三
大
租
税
源
泉
で
あ

る
。

.

租
税
経
濟
的
需
要
充
足
組
織
の
特
徴
は
充
足
手
段
の
獲
取
を
他
の
経
濟

に
委
し
て
最
竜
容
易
に
充
足
手
段
を
獲
取

す

る
に
あ
る
。
從

つ
て
其
充
足
手
段
を
幾
何
獲
取
し
得

る
か
は
他

の
経
濟

の
盛
衰
に
密
接
に
關
連
し
て
居
る
。
之
は

叉
租
税
経
濟
組
織
の
溺
味
で
も
あ
る
が
各
れ
に
せ
よ
此
庭
に
於

て
は
公
経
濟
と
私
純
濟

の
劃
立
が
存
在
し
、
雨
者

の

問
に
新
し

い
要
求
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
此
庭
に
雨
者
間
に
勢
力

の
箏
も
生
ず
る
。
之
等

の
困
難
を
越

え
て
合
理
的

の
目
的
を
達
せ
し
む
る
は
即
ち
租
税
政
策
で
あ
る
。

現
實
に
於
て
は
租
税
は
犠
牲
で
あ
る
、
從

つ
て
之
が
徴
牧
は
種

々
の
抵
杭
が
存
在
す
る
。
抵
抗
に
は
清
極
的
と
積

極
的

の
二
つ
で
あ
る
が
前
者
は
課
税

の
揚
合
に
於
け
る
竜
の
で
自
然
的

の
換
言
せ
ぱ
経
濟

の
構
成
、
國
民

の
智
的
道

徳
的
事
情
技
術
の
状
態
及
び
之
に
類
似

の
事
柄
に
關
連
す
る
障
害
で
あ
る
。
之
等
の
障
害

の
駕
に
租
税

の
歴
史
に
見

る
如
く
、
理
論
的
に
最
良
な
租
税
及
び
課
税
形
式
も
之
を
適
用
す
る
に
當

つ
て
は
成
功
し
な
か

つ
カ
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
農
業
経
濟

の
状
態

に
於
て
は
所
得
税
は
所
得
が
大
膿
確
實

に
捕
捉
し
得
な

い
爲

に
不
適
當
で
あ
る
標
な
も
の
で

あ
る
。
叉
或
種
の
消
費
税
の
適
用
も
生
産
技
術
及
び
監
理
技
術
の
状
態
に
依
存
す
る
様
な
も
の
で
あ
る
。
人
口
が
移



●

動
す
る
か
否
か
或
は
節
倹
で
あ
る
か
否
か
は
滑
極
的
課
税
抵
抗
を
規
定
す
る
。
從

つ
て

】
定
の
國
民
経
濟
に
於
け
る

租
税

の
撰
澤
は
此
黙
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
消
極
的
抵
抗
に
就
て

い
ふ
な
ら
ば
間
接
税
は
直
接
税
よ
わ
も

抵
抗
が
少
な

い
事
は
歴
史
的
経
瞼
が
敏
ふ
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
が
租
挽
負
憺

の
過
重
の
結
果
で
あ

つ
て
竜
又
は
経
濟

的
、
政
治
的
或
は
法
律
的
關
係

の
結
果
で
あ
つ
て
竜
私
経
濟
に
少
す
る
課
税
が
困
難
に
な
れ
ば
な
る
程
間
接

へ
の
要

求
が
大
と
な
る
。
以
上
は
租
税
全
禮

に
關
す
る
直
接
税
と
間
接
税
と
割
合
ひ
な
る
が
爾
個

々
の
牧
入
に
よ
つ
て
雨
者

の
關
係
が
異
な
り
、
即
ち
牧
入
が
大
と
な
れ
ば
な
る
程
全
膿
の
租
税
負
憺

に
於
て
直
接
税
の
部
分
が

一
般
に
大
と
な

う
、
牧
入
が
小
な
れ
ば
小
な
る
程
全
禮
の
負
憺

に
劉
す
る
聞
接
税
が
大
と
な
る
。
之
は
消
極
的
抵
抗
の
少
な
き
道
を

探
ら
ん
と
す
る
租
税
政
策
の
結
果
で
あ
る
。

若
干
古
く
な

つ
尤
が
私
が
計
算
し
力
次
の
表
は
此
事
實
を
示
し
て
居
る
、(
二
十
世
紀

の
初
め
に
於
け
る
燭
乙
帝
國

に
於
け
る
課
税
負
憺
)

薄

〉

蕊
雌
聡
騰
購

鯉
講
譜
講

諮

聾

澱

誌

ま

ま

ぷ

⇔◎
o
o
ヨ

蛇

づ

轟
本

ー

α
・い

印
b

い
.α
ー

刈
勺

GQ
o
o
ー

♪

悼
9
)

轟
お
;

ρ
恥

凶
.o◎

α
●さo
ー

Oo
」

剛
㌔
◎
?
ー

恥
㌔
o
o

9

α
ー

い
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Q
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8
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ゲ
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ロ
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第
二
の
積
極
的
租
挽
抵
抗
と
は
租
税
を
忌
避
す
る
経
濟
的
流
通
の
傾
向
及
び
之
に
關
連
す
る
現
象
を
意
味
す
る
。

然
し
所
謂
租
税
韓
嫁
は
此
内
に
含
ま
れ
な

い
。
蒋
嫁
の
場
合
に
は
租
税

の
徴
牧
が
存
在
す
る
が
、
忌
避
の
揚
合
は
徴

牧
が
逃
避
せ
ら
る
の
で
あ
る
。
即
ち
租
税
を
避
脱
す
る
目
的
を
持

つ
手
段
、
行
動
、
放
棄
は
積
極
的
の
租
税
抵
抗
で

あ

る
。

一
定

の
封
象
の
消
費

の
節
約
例

へ
ば
禁
酒
は
租
税
避
脱
で
あ
り
、
此
揚
合
に
租
税
轄
嫁
が
結
合
さ
れ
る
揚
合

竜
あ
る
が
此
庭
に
は
鯛
れ
な

い
事
と
す
る
。

積
極
的
租
税
抵
抗
或
は
租
税
逃
避

の
重
要
な
形
式
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

㈲

租
税
同
避

oり
9
器
遷
臼
ヨ
似
α
⊆
コ
σq
に
は
實
質
的
の
も
の
と
形
式
的

の
竜

の
と
が
あ
る
、
前
者
は
納
税
義
務
を

件
ふ
消
費
を
節
約
す
る
揚
合

ひ
後
者
は
法
律
設
置
者
が
課
税
根
族
と
意
途
し
た
、
経
濟
的
及
び
肚
會
的

の
事
實
及
び

現
象
が
全
部
或
は

一
部
納
税
義
務
を
件
は
な

い
形
に
言
つ
た
場
合
を

い
ふ
の
で
あ

つ
て
、
間
接
的
牧
盆
税
或
は
流
通



税

に
於

て
屡

々
見

る
竜

の
で
あ

る
。
例

へ
ば
螢
業
税

の
数
を
減

少
せ
し

む
る
駕
各

生
産
階
段

を

一
企
業

に
統

一
せ
し

む
る
と
か
牧
盆
視
所
得
税

を
同
避
す

る
爲

に
適
當

な
企
業
組
織

を
採
用
す

る
等
が
之
で
あ

る
。

向

租
税
欺
隔

U
凶o
も∩
審
器
「冨
蕩
9

き
σq

之

は
納
税
義
務
を
伜

ふ
事
實

を
欺
瞳
す

る
事

で
租
税
を
免

る
㌧
駕

に
租

税
物

を
匿
し
、
或
は
洋

つ
て
事
實
と
相
異

せ
し
む
る
事
で
あ

る
。

租
税
義
務
を
件

ふ
主
膿
及

び
客
膿

の
決
定

及
び
正
確

な
評
領

の
爲

に
義
務
者

の
協

力
が

必
要
で
あ

う
其

結
果

企
業

設
立

、
螢
業

開
始
、
設
備

の
運
用
、
取

引
計
書
等

の
申
告
が

必
要
で
あ

る
が
此
檬

な
申
告

通
知

、
開
陳
義
務

の
不
履

行
は
租
税
隙
匿

ω
冨
器
「く
o
}
。
凶⇔
三
。プ
戸三
σq

で
あ

る
。
之

に
反

し
て
虚

欺

の
答
申
は
租
税
詐

取

曽
2
2
三
再
⑦
「N
凶。
ず
∈
卍σq

と

い
ふ
。
(
濁
乙

の
財
政

法
に
よ
れ
ば
租
税
詐
取

の
内

に
租
税
隠
匿
を
も
含
懐

し
む
る
)

ω

租
税
拒
絶

ω
8
二
2
く
巽
≦
。
凶σq
9
薯
σq

と

は
不
納
、
租
税
逃
亡
、
租
視

ス
ト

ラ
イ

キ
、
N
9
三
§
σq
ω<
臼
①
幽叶。
三
コ
σq
}

Q∩
ε
琴
温
二
魯
ご
ω
9
器
「鴇
「。
寿

等
種

々
の
義
務
者

に
於

け
る
支
彿
拒
絶
を
意
味

し
、
之
等

の
現
象

は
已
に
古
く

よ
り
知

ら

れ
て
居
b

ア
ダ

ム

・
メ
ミ
ス
は
財
産

所
有
者

は
世
界

人
で
あ

つ
て
、

一
定

の
土
地
に
固
着
す

る
も

の
に
は
な

つ
か

ら
資
本

へ
の
課
税
は
注
意
す

べ
き
で
あ

る
と

し
、
リ
カ
ル
ド
も
主
税

は
資

本

の
海
外
逃

亡
を
導

く
と

い
つ
て
居

る
。

即
ち
以
上

の
如
く
積
極
的
租
税

抵
抗

は
滑
極
的
抵
抗
と
同
様
主
要
で
あ
う
之
を
考
慮

す

る
事

は
租
税

政
策

の
重
要
な

任
務

で
あ
う
、
之
を
克
服
す

る
事
は
租
税

技
術

の
任
務
で
あ

る
。
(
之
等

の
事

に
關
し

て
は

マ
イ
ぜ

ル
の
詳
細

の
研
究

ゲ

ル

ロ
7
の
租

税
論

四
八
七
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が
あ
う
此
憲

の
最
後
に
も
此

の
研
究
が
あ

る
)
。

十
六

租
税
経
濟
的
法
則

四
八
八

租
税
政
策

の
主
要
目
的
は
出
來
る
だ
け
大
な
る
租
税
を
獲
取
す
る
事
で
あ
る
。
租
税
純
牧
入
は

一
定
の
経
濟
的
關

係

に
於
て
は
租
税
義
務
の
範
圃
租
税
額
の
大

い
さ
、
徴
牧
費
に
よ

つ
て
規
定
さ
れ
、
租
税
抵
抗
は
租
税
義
務
の
範
園

租
税
額

の
大
き
さ
に
よ
つ
て
異
な
う
、
租
税
抵
抗
が
大
な
れ
ば
大
な
る
程
徴
税
費

は
大
き
く
な
る
、
例

へ
ば
納
税
義

務
を
小
額

の
牧
入
に
迄
援
張
す
れ
ば
其
徴
牧
費
は
大
牧
入
に
於
け
る
よ
b
其
割
合
が
大
と
な
う
、
又
租
税
額
が
大
と

な
6
障
害
が
大
と
な
る
揚
合
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
次
の
如
く

い
ひ
得
る
、
即
ち
主
観
的
、
客
観
的
租
税
義
務
が

大
と
な
る
揚
合
、
そ
れ
が

一
定
の
黙
に
達
す
る
と
租
税
純
敗
入
は
徴
税
費
と
比
例
的

に
増
加
し
な

い
の
み
な
ら
ず
減

少
す
る
、
之
を
租
視
牧
盆
遍
減
、
或
は
徴
税
費
遍
塘
の
法
則
と

い
ひ
、
更
に

い
へ
ば
租
税
範
園

の
振
張
及
び
租
税
額

の
増
加
に
は
危
瞼
的
、
技
術
的

の
限
界
が
あ
う
此
限
界
を
越

え
る
時
は
徴
税
費

の
不
纒
濟
的
塘
加
と
な
う
其
財
政
政

策
的
目
的
を
失
ふ
事
と
。
此
事
は
叉
経
濟
的
關
係

の
愛
化
に
係
ら
ず
租
税
形
態
が
攣
更
せ
ら
れ
な

い
場
合
に
も
あ
う

の

得
る
、
例

へ
ば
貨
幣
便
値
が
低
下
す
る
事
は
消
極
的
、
積
極
的
租
税
障
害
が
結
果
し
租
税
管
理
費
が
壇
加
し
租
税
牧

入
が
減
少
す

る
事
を
意
味
す
る
。

●



租
税
費
用

の
法
則

は
消
極
的

、
積
極
的

租
税

抵
抗

の

一
般

的
結
果
で
あ

る
が
積
極
租
税
抵
抗

が
租
税
政
策
に
よ

つ

て
解

放

せ
ら

る

＼
と
更

に
他

の
注
則
が
表

は
れ
る
。
即
ち
租
税
額

が
、
假
令
そ

れ
が
縄
濟
的
關
係

、
法

律
的
事

情
、

道
徳
的
威

念

の
關
係
で
あ

つ
て
も
、

一
定

の
黙
を
越
ゆ

る
時
は
租
税
流
通

く
・
降
①ξ

ユ
奪

曽
2
臼

は
減

少
し
そ
れ
以

上

の
租
晩

額

の
培
加

は
そ
れ

に
比
例
し

て
租
税
牧

入
を
壇
加
せ
し
め
な

い
の
で
あ

る
。

之
は
純
租
税
牧

入
が
他

の
原

因

に
よ

つ
て
比
例
的

に
塘
加
す

る
事

も
可
能
で
あ

る
駕

に
、
最
初

は
租
税
総

牧
入
に
關

し
て
唱

へ
ら
れ
π

の
で
あ

る

が

一
般

に
総
牧

入

の
減
少

は
純
牧
入

の
減

少
を
件

ふ
も

の
で
あ
る
。
然

し
て
此
法
則
は
租
税
額

の
塘
加

に
關
し

て
の

み
な
ら
ず
、
租
税
額

は
…愛
ら
な
く
と
も
租
税
額

の
壇
加
と
な

る
総

て
の
方

策

に
も
宛
嵌

ま
る
。

即
ち
租
税

の
塘
額
税
率

の
塘
加
は

一
定

の
黙
迄

は
租
税
総
額

を
塘
加

せ
し
む
る
が
、
そ
れ
を
越
ゆ

る
揚
合

に
は
常

に
比
較

的

に
揚
合

に
よ

つ
て
は
絶
劃
的

に
減

少
す

る
。
然

し
て
租
税
抵
抗

の
解
放

に
は

二

つ
の
方
向
が
あ

る
。

即
ち

租
税

の
同
避
或

は
反
租
税
行
爲

曽
2
9
≧
≦
置
臼
冨

&

ピ
コ
σq
・コ

で

あ
る
、
從

つ

て

租

税
牧
入

の
法
則

は
租
税
關
係

ω
8
器
『塗
δ

の
量
的
質
的

の
減
少

の
法
則
と

い
ひ
得

る
。

以
上

の
事
實

は

ス
イ

フ
ト
の
租
税
九
九

の
法
則
と
し

て
知
ら

れ
て
居

る

(
租
税
或

は
關
税

に
於

て
二
の
二
乗
は
四

で

な
く
多
く

の
場
合

に
、
そ
れ

よ
う
小
で
あ

る
と

い
ふ
事

は

ス
イ

フ
ト

(
一
七

二
入
)

に
始

め
て
形
式

化

せ
ら
れ
π

も

の
で
な
く

し
て
已

に
プ

ソ

フ
エ
ン
ド
ル

フ

(
一
六
七

二
)

に
よ

つ
て
研
究

せ
ら
れ
π
)
。
が
此
注
則

は
今
迄
は
軍

に

ゲ

ル

ロ
フ
の
租
税
論

四

八
九
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四
九
〇

關
税
及

び
消
費

税
に
關

し

て

考

へ

ら

れ

て

居
π
に
過
ぎ
な

い
。
更

に

ス
イ

フ
ト
の
租
税
九
九

の
法
則

o。
'三
津
。・。冨

o。
な
・
o
「。
冒
ヨ
路

ぎ
。。
は

「
一
つ
の
品
物

に
劃

し
て
は
公
衆

の
購
買
力
及

び
評
慣

に
鷹
ず

る
課
税

の
或

尺
度
が
存
す

る
」

と

い
ふ
消
費

諜
税

に
關
す

る
濁
占
償

格
構

成
の
法
則

の
適
用

に
過
ぎ
な

い
。

ア
イ
ぜ

ン

ハ
ル
ト
は
之
に
關

し
て
次

の

如
く

云
ふ
、「
之
等

の
實
際
的
租
税
限
度

は
各

々
に
關

し
羅
験

に
從

つ
て
研
究

せ
ら
れ
、
そ
し

て
實

行
す

る
に
當

つ
て

其
基
礎
と
せ
ら

れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
然
し
て
租
税
額

が
大
と

な
る
程
國
庫

の
牧
入
が
減

少
す

る
の
み
で
な
く
、

同
時

に
肚
會
を
し

て
無
意
味

の
濡
費

縮
少
を
な

さ
し

む
る
揚
合

は
殊

に
然

う
で
あ

る
」
と
。

租
税
牧
入

の
法
則
及

び
租
税
費
用

の
法
則
は

一
定

の
黙

に
至

つ
て
始

め
て
作
用

し
、
之
等
法
則

の
傾
向
は
之
等

の

黙

が
表
は

る
㌧
以
前

に
も
作
用
す

る
。
然

し
て
此

租
税

の
限

界
が

一
定

の
揚
合
に
何
庭

に
あ

る
か
は
租
税

の
種
類

、

其
組
織

、
要
求
に
依
存
し
叉
種

々
の
租
税
形
式

の
技
術
的
前

提
を
な
す
経
濟
的
登
展
並

び
に
法
律
威
念

、道
徳
思
想
、

傳
統

、
慣
習
更

に
経
費

の
種
類

に
よ

つ
て
規
定

さ
れ
る
。
然

し

て
総

て
の
経
濟
法

則
と
同
様

に
此
庭

に
取
扱

ふ
も

の

は
軍

に
傾
向
で
あ

つ
て
、
或
原
因
が
作
用

す
る
限

り
に
於

て
表
は

る

一
定

の
原
因

の
結
果

に
關

す

る
。
之
は

一
つ
の

或
は
他

の
法
則
が

一
定

の
租
税

に
そ
れ

の
み
、
或

は
優

勢

に
作
用

す

る
か
ど

う
か
、
或

は
前
記

の
法
則
が
同
時
に
表

は

れ
租
税
牧

入
を
減

少
せ
し

む
る
か
否
か
と

い
ふ
事
情

に
依
存
す

る
之
等
法
則
各

々
に
竜
宛
嵌
る
。

之
等

法
則

は
義
務
者
が
租
税

を
同
避
せ
ん
と
す

る
努
力
と
徴
税
者
が

、
そ
れ
を
防
が
ん
と
す

る
努
力
と

い
ふ
共
通



の
原
因
に
よ
つ
て
生
ず

る
の
で
あ
る
か
ら
屡

々

一
所

に
表
は
れ
、
從

っ
て
租
税
負
憺

の
限
界
は
不
憂

の
も
の
で
な
く

租
税
技
術
倫
理
の
改
良
、
経
濟
事
情

の
憂
化
に
よ

つ
て
憂
化
す
る
と

い
ふ
事
が

い
ひ
得
る
。
租
税
組
織
の
構
成
に
於

て
か

＼
る
法
則
に
注
意
す
る
事
は
租
税
経
濟

の
其
任
務
遽
行
に
重
大
な
關
係
が
あ
る
。
租
税
の
種
類
に
よ

つ
て
之
等

法
則
と
の
關
係
は
異
な
る
。
消
費
税
殊
に
必
要
品
に
封
す
る
溝
費
税
に
於
て
は
此
法
則
が
急
激

に
明
自

に
作
用
す
る

と

い
ふ
の
は
誤
う
で
あ
b
、
實
は
直
接
税
の
方
に
明
か
に
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
間
接
税

に
は
揮
力
が
あ

る
が
直
接

税
は
堅
硬
で
胞

い
租
税
で
あ
る
。
之
等

の
租
税
経
濟
的
法
則

へ
の
考
慮
は
良
き
租
税
制
度
、
組
織
を
望

む
揚
合
に
は

必
ず
要
求
せ
ら
る
＼
も
の
で
あ
る
。
之
等

の
法
則
は
個

々
の
租
税
に
適
用

さ
れ
る
が
以
上

の
意
味
に
於

て
國
家

の
需

要
及

び
其
満
足
に
も
あ
て
は
ま
る
。
総
て
の
諜
税
に
は
経
濟
的
心
理
的
限
界
が
あ
る
。
公
共

の
財
政
需
要
を
租
税
に

よ

つ
て
充
足
す
る
事

は

一
定

の
程
度
に
於

て
國
民
経
濟
に
可
能
で
あ
う
叉
牧
盆
的
で
あ
る
。
國
民
経
濟

の
富
及
び
分

配
及
び
其
構
成
團
禮

の
存
在
需
要
に
よ

つ
て
規
定
せ
ら
る
＼
之
等

の
黙
を
認
識
し
、
其
超
過
を
阻
止
す
る
事
が
租
税

政
策
の
任
務
で
あ
る
。

ゲ

〃

ロ
ブ
の
租
税
論

四
九
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